
横 浜 市 行 政 不 服 審 査 会 

第 ４ 回 会 議 次 第 
 

平成 28 年７月 20 日（水）午後１時 30 分 

横 浜 市 庁 舎 ３ 階 Ａ 会 議 室 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ 議 事 

 

 (1) 行政不服審査法第 16 条における標準審理期間の策定について（答申） 

 

 

 (2) その他 

 

 

３ 閉 会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政不服審査法第16条における標準審理期間 

の策定について 

 
 

 
 

答  申 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年７月 

 

横浜市行政不服審査会 

（案） 



 

 

 



 

 

 

答申に当たって 

 

 

行政不服審査制度は、違法・不当な処分により国民の権利利益が侵害された場合に、

公平な手続の下で、その簡易迅速な救済を図るとともに、行政の適正な運営を確保す

るための制度である。 

行政不服審査法（平成26年法律第68号）は、公正性の向上、使いやすさの向上等の

観点から、約50年ぶりに行政不服審査法（昭和37年法律第160号）を抜本的に見直し、

平成28年４月１日から施行されたが、改正後の行政不服審査法では、新たに、審査庁

は、審査請求がその事務所に到達してから当該審査請求に対する裁決をするまでに通

常要すべき標準的な期間を定めるよう努めることが規定された。 

審査請求は、簡易迅速かつ公正な手続により市民の権利利益の救済を図る制度であ

り、審査庁は、簡易迅速かつ公正な審理の実現のため、審理手続の計画的な進行を図

る責務を負うことからすれば、審査請求の審理は、審理期間に関する一定の目安を持

った上で、計画的に進められるべきである。 

平成28年６月15日に、横浜市長から「行政不服審査法（平成26年法律第68号）第16

条における標準審理期間の策定について」諮問を受けた。 

そこで、当審査会では、鋭意調査審議を進め、審査会としての調査審議結果が得ら

れたので答申する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 成 28年 ７ 月  日 

横浜市行政不服審査会 

                    会 長   田 中   治 
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行政不服審査法（平成 26年法律第 68号）第 16条における標準審理期間の策定について 

 

 横浜市長が審査庁となる審査請求（横浜市の保有する情報の公開に関する条例（平

成 12 年２月横浜市条例第１号）及び横浜市個人情報の保護に関する条例（平成 17 年

２月横浜市条例第６号）に基づく処分についての審査請求は除く。）に係る標準審理

期間を一律６か月と定めることは、妥当である。 

 

〔説 明〕 

１ 標準審理期間を定めることについて 

行政不服審査法（平成 26 年法律第 68 号。以下「法」という。）第 16 条では、審査

庁となるべき行政庁は、審査請求がその事務所に到達してから当該審査請求に対する裁

決をするまでに通常要すべき標準的な期間（以下「標準審理期間」という。）を定める

よう努めることとし、これを定めたときは、当該審査庁となるべき行政庁及び関係処分

庁の事務所における備付けその他の適当な方法により公にしておかなければならないこ

とが定められている。 

横浜市長（以下単に「市長」という。）は、同条の趣旨を踏まえ、市長が審査庁とな

る審査請求（横浜市の保有する情報の公開に関する条例（平成 12 年２月横浜市条例第

１号）及び横浜市個人情報の保護に関する条例（平成 17 年２月横浜市条例第６号）に

基づく処分についての審査請求は除く。以下同じ。）に係る標準審理期間を定め、これ

を公にすることを前提として、当該標準審理期間について、平成 28 年６月 15 日付総法

第 141 号「行政不服審査法（平成 26 年法律第 68 号）第 16 条における標準審理期間の

策定について（諮問）」により、当審査会に諮問した。 

どのような標準審理期間を定めるかについては、法に何ら定めはなく、標準審理期間

を定める市長の判断に委ねられるものであるが、上記のとおり、市長から当審査会に対

し、その考え方について諮問があったため、その妥当性について検討することとした。 

市長は、市長が審査庁となる審査請求に係る標準審理期間を定めることを前提として、

当該標準審理期間の具体的内容を当審査会に諮問しているが、当審査会においても、当

該諮問事項を検討するに当たり、その前提として、市長は、市長が審査庁となる審査請

求に係る標準審理期間を定めるべきかについて検討したので、諮問事項を検討する前に、

この点について述べておくこととする。 

上記のとおり、同条では、標準審理期間を定めることは、審査庁となるべき行政庁の

努力義務とされている。これは、行政不服審査制度における審理は、申請に対する処分

だけでなく、申請に基づかない処分をも対象とし、様々な理由で不服が申し立てられ、

審理の内容も単純なものから複雑なものまで多種多様であり、設定が困難な場合があり

得るためである。 



２ 

 

しかしながら、審査請求は、簡易迅速かつ公正な手続により国民の権利利益の救済を

図る制度であり、審理員等は、簡易迅速かつ公正な審理の実現のため、審理手続の計画

的な進行を図る責務を負うことからすれば、当審査会においても、市長は、審理期間の

目安となるものとして、また、市民の裁決までの期間の予見可能性を高めるためにも、

市長が審査庁となる審査請求に係る標準審理期間を定めるべきと考える。 

  したがって、以下、当審査会に諮問されている標準審理期間について検討する。 

 

２ 標準審理期間に係る審査請求について 

市長は、審査請求に係る審理の手続が様々法定されている中で、市長が審査庁となる

審査請求に係る標準審理期間については、審理員による審理手続が実施されるまでに市

長が行う適法性の審査及び審理員の審理手続における処分庁からの弁明書の提出、審査

請求人等からの反論書の提出及び審理員意見書の作成・提出並びに当審査会での調査審

議を経た上で裁決を行う審査請求を標準的な審査請求として捉え、当該審査請求に対す

る裁決をするまでに通常要すべき標準的な期間を法第 16 条における標準審理期間とし

て、当審査会に諮問している。 

標準審理期間は、法第 16 条において「審査請求がその事務所に到達してから当該審

査請求に対する裁決をするまでに通常要すべき標準的な期間」とされているところ、標

準審理期間に係る審査請求については、法において必ず実施することとなる手続のほか、

実務上、実際に行われることが多く想定される手続を考慮した上で、このような手続を

行う審査請求を標準的な審査請求として捉えた上で定める必要がある。 

この点を前提とすれば、審査請求がなされた市長においては、審査請求書の記載事項

を確認することやこれに不備がある場合には補正すべきことを命じる必要があるところ、

審理員による審理手続を実施する前に、全ての審査請求について、適法性の審査を行う

必要がある。 

また、明らかに不適法なものとして却下される審査請求以外は、審理員による審理手

続を実施することとなり、そして、審理員による審理手続では、処分庁等に対して弁明

書の提出を求め、審査請求人等に対して当該弁明書を送付するとともに反論の機会を確

保し、さらに、審理手続を終結した後に審理員意見書を作成して市長に提出することが、

法に基づき必ず実施する手続となっている。一方で、法は、口頭意見陳述の申立て等に

ついても定めているが、法施行前において審査請求人等に対し口頭で意見を述べる機会

を与えた実績が僅かであることや書面主義を採っている行政不服審査制度の趣旨に鑑み

れば、通常は、上記法に基づき必ず実施することとされている手続の実施をもって審理

員による審理手続は終結されると考えられる。 

そして、審理員意見書の提出を受けた市長においては、法第 43 条第１項各号に該当

する場合を除き、当審査会へ諮問しなければならないことが同条同項に定められている

ところ、通常は、当審査会への諮問手続を行うこととなる。 
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したがって、以上述べた理由からも、市長が、上記の手続を実施する審査請求を標準

的な審査請求として捉え、これを前提として標準審理期間を定めることは、妥当と考え

る。 

 

３ 標準審理期間の定め方について 

市長は、市長が審査庁となる審査請求に係る標準審理期間について、審査請求に係る

処分を細分化することなく、また、幅を持って定めることなく、一律に特定の期間を定

めることとし、当審査会に諮問している。 

標準審理期間を定めるに当たり、審査請求に係る処分を細分化し、また、幅をもって

定めるべきかについては、上記１のとおり、法に何ら定めはないため、当審査会では、

本市と同様の審査請求を処理することが想定される政令指定都市の状況を踏まえ、その

妥当性を検討することとした。 

まず、諮問日時点で標準審理期間を定めている６市のうち５市は、審査請求に係る処

分を細分化して定めることなく一律に定めており、細分化して定めている１市では、税

分野及び福祉分野に細分化して定めている。 

次に、標準審理期間を定めている６市のうち３市は、特定の期間を定めており、その

期間はそれぞれ６か月、７か月及び１年という期間としている一方で、３市では、幅を

もって定めており、その期間は１市が３か月から６か月まで及び２市が概ね４か月から

６か月までと定めている。 

したがって、これら政令指定都市が定めている標準審理期間を踏まえれば、一律に特

定の期間を標準審理期間として定めることも、合理的な定め方であると考えられる。 

 

４ ６か月という標準審理期間について 

市長は、上記３のとおり、市長が審査庁となる審査請求に係る標準審理期間について、

一律に特定の期間を定めることとした上で、当該期間を６か月とすることとし、当審査

会に諮問している。 

標準審理期間として定める具体的な期間についても、上記１のとおり、法に何ら定め

はないため、当審査会では、過去の不服申立て（横浜市における過去３年間の不服申立

てのうち市長が審査庁となる不服申立て（横浜市の保有する情報の公開に関する条例

（平成 12 年２月横浜市条例第１号）及び横浜市個人情報の保護に関する条例（平成 17

年２月横浜市条例第６号）に基づく処分についての不服申立ては除く。）に限る。以下

同じ。）に係る裁決までの期間、実務上の処理可能性及び市民に与える印象といった点

を踏まえ、その妥当性を検討することとした。 

  なお、当審査会では、過去の不服申立てに係る裁決までの期間を検討の材料としたが、

これは、法施行後にされた処分等に係る審査請求の裁決までの期間について、法におい

て審理員による審理手続及び当審査会への諮問手続が新たに導入されたことを、当該期
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間の延長の直接的な理由とすることは、簡易迅速な行政不服審査制度の趣旨からも適当

でないとしたためである。 

まず、過去の不服申立てに係る裁決までの期間については、裁決までに長期間を要し

たものもあるが、全体の７割以上は６か月以内に裁決がなされていることを確認したと

ころ、当該期間に大部分の審査請求は裁決を行い得るものと考えられる。 

  次に、実務上の処理可能性についてであるが、標準的な審査請求に係る各手続は、迅

速に実施することだけでなく、審査請求人等の主張及び反論の機会を確保しながら、確

実かつ適法に実施していくことが求められる。そのため、適法性の審査に１か月程度、

審理員の審理手続及び当審査会での調査審議にそれぞれ２か月程度並びに市長が当審査

会からの答申を受け裁決を行うまでに１か月程度の期間は要するものと考えられるが、

これは当審査会に諮問されている６か月という期間と概ね合致するところ、実務上も当

該期間に裁決を行い得るものと考えられる。 

なお、標準的な審査請求とは異なり、審理員による審理手続において口頭意見陳述が

行われた場合等は、標準審理期間を徒過する可能性が高く、一方で、審査請求人が当審

査会への諮問手続を希望しない場合等は、早期に裁決が行われる可能性が高くなること

から、標準審理期間を公にするに当たっては、市民に誤解を招かないようその旨につい

ても併せて公にしていくべきである。 

さらに、市民に与える印象については、過去の不服申立てに係る裁決までの期間と比

較しても、標準審理期間を６か月とすることは特段長いとまでは考えられず、むしろ、

審査請求に係る一連の手続を踏まえれば、審理員等においては、計画的な審理手続の進

行に相当努めていかなければならないと思料する。 

したがって、標準審理期間を６か月とすることは、妥当と考える。 

 

５ 結論 

以上述べたとおり、当審査会としては、市長は、標準審理期間を定めるべきであり、

また、諮問事項については、妥当であるとの結論に達した。 

 

 

〔補足意見〕 

 当審査会における調査審議結果は、上記のとおりであるが、次のような意見が述べられ

たので、申し添えておくこととする。 

１ 法第 16 条では、標準審理期間を定めたときは、当該審査庁となるべき行政庁及び関

係処分庁の事務所における備付けその他の適当な方法により公にしておくことが定めら

れているので、この点についてもしっかりと対応を図られたい。 

２ 福祉分野をはじめ、市民生活に大きな影響を与える審査請求については、特に早期に

裁決が行われるべきであることから、市長においては、６か月という期間に捉われるこ



５ 

 

となく、迅速かつ公正な審理の実現を図られたい。 

３ 法附則第６条では、政府は、法施行後５年を経過した場合において、法の施行の状況

について検討を加え、必要があると認めるときは、その結果に基づいて所要の措置を講

ずることが定められていることを踏まえ、市長においては、法に基づく審査請求の処理

状況について、一定期間を目安に、市民目線で鋭意検討を加え、実態に即した標準審理

期間とするよう取り組まれたい。 



⑧
 総法第 I4 I号

平成28年6月15日

横浜市行政不服審査会

会長田中 治様

横浜市長林

行政不服審査法（平成26年法律第68号）第16条における

標準審理期間の策定について（諮問）

平成28年4月1日に施行された行政不服審査法第16条では、審査請ボの審

理の遅延を防ぎ、審査請求人の権利利益の迅速な救済を図る観点から、審査

庁が審理期間の目安となるものとして、標準審理！期間を定めるよう努めると

ともに、とれを定めたときは、公にしておくことが定められました。

本市においても、標準審理期間を策定し、公にすることは、上記のような

標準審理期間の趣旨からしても、重要な事項であると考えています。

そこで、横浜市行政不服審査条例（平成27年12月横浜市条例第71号）第4

条第2項の規定に基づき、行政不服審査法第16条における標準審理期間の策

定について諮問します。



行政不服審査法（平成26年法律第68号）第16条における標準審理期間の策定について（案） 

 

 行政不服審査法（平成 26 年法律第 68 号）第 16 条の標準審理期間（審査請求がその事務

所に到達してから当該審査請求に対する裁決をするまでに通常要すべき標準的な期間）は、

６か月とします。（※） 

なお、標準審理期間は、審理期間の目安であることから、審査請求人から横浜市行政不服

審査会への諮問を希望しない旨の申出がなされている場合、口頭意見陳述の申立てがあった

場合等、審査請求の内容によって審理期間は変動することがあります。 

また、標準審理期間は、総務局総務部法制課に備え付けるとともに、横浜市ホームページ

に掲載します。 

 

※ 横浜市の保有する情報の公開に関する条例（平成 12 年２月横浜市条例第１号）及び横

浜市個人情報の保護に関する条例（平成 17 年２月横浜市条例第６号）に基づく処分につ

いての審査請求は除く。 



 

横浜市行政不服審査会 委員名簿 

 

職 氏 名 備 考 

会長 田中 治 弁護士・神奈川県弁護士会所属 

委員（職務代理者） 市野瀬 啻子 税理士・東京地方税理士会所属 

委員 副田 あけみ 関東学院大学社会学部現代社会学科教授 
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一
節

審
査
庁
及
び
審
理
関
係
人
（
第
九
条
―
第
十
七
条
）

第
二
節

審
査
請
求
の
手
続
（
第
十
八
条
―
第
二
十
七
条
）

第
三
節

審
理
手
続
（
第
二
十
八
条
―
第
四
十
二
条
）

第
四
節

行
政
不
服
審
査
会
等
へ
の
諮
問
（
第
四
十
三
条
）

第
五
節

裁
決
（
第
四
十
四
条
―
第
五
十
三
条
）

第
三
章

再
調
査
の
請
求
（
第
五
十
四
条
―
第
六
十
一
条
）

第
四
章

再
審
査
請
求
（
第
六
十
二
条
―
第
六
十
六
条
）

第
五
章

行
政
不
服
審
査
会
等



第
一
節

行
政
不
服
審
査
会

第
一
款

設
置
及
び
組
織
（
第
六
十
七
条
―
第
七
十
三
条
）

第
二
款

審
査
会
の
調
査
審
議
の
手
続
（
第
七
十
四
条
―
第
七
十
九
条
）

第
三
款

雑
則
（
第
八
十
条
）

第
二
節

地
方
公
共
団
体
に
置
か
れ
る
機
関
（
第
八
十
一
条
）

第
六
章

補
則
（
第
八
十
二
条
―
第
八
十
七
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
等
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
行
政
庁
の
違
法
又
は
不
当
な
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
に
関
し
、
国
民
が
簡
易
迅

速
か
つ
公
正
な
手
続
の
下
で
広
く
行
政
庁
に
対
す
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
制
度
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
国
民
の
権
利
利
益
の
救
済
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２

行
政
庁
の
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
（
以
下
単
に
「
処
分
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
不
服
申
立
て
に
つ



い
て
は
、
他
の
法
律
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

第
二
条

行
政
庁
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
第
四
条
及
び
第
五
条
第
二
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
審
査
請
求
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
）

第
三
条

法
令
に
基
づ
き
行
政
庁
に
対
し
て
処
分
に
つ
い
て
の
申
請
を
し
た
者
は
、
当
該
申
請
か
ら
相
当
の
期
間
が
経
過
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
庁
の
不
作
為
（
法
令
に
基
づ
く
申
請
に
対
し
て
何
ら
の
処
分
を
も
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
審
査
請
求
を
す
べ
き
行
政
庁
）

第
四
条

審
査
請
求
は
、
法
律
（
条
例
に
基
づ
く
処
分
に
つ
い
て
は
、
条
例
）
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
行
政
庁
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

一

処
分
庁
等
（
処
分
を
し
た
行
政
庁
（
以
下
「
処
分
庁
」
と
い
う
。
）
又
は
不
作
為
に
係
る
行
政
庁
（
以
下
「
不
作
為
庁

」
と
い
う
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
上
級
行
政
庁
が
な
い
場
合
又
は
処
分
庁
等
が
主
任
の
大
臣
若
し
く
は
宮
内
庁



長
官
若
し
く
は
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
国

家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
庁
の
長
で
あ
る
場
合

当
該
処
分
庁

等
二

宮
内
庁
長
官
又
は
内
閣
府
設
置
法
第
四
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
第
二
項

に
規
定
す
る
庁
の
長
が
処
分
庁
等
の
上
級
行
政
庁
で
あ
る
場
合

宮
内
庁
長
官
又
は
当
該
庁
の
長

三

主
任
の
大
臣
が
処
分
庁
等
の
上
級
行
政
庁
で
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）

当
該
主
任
の
大
臣

四

前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

当
該
処
分
庁
等
の
最
上
級
行
政
庁

（
再
調
査
の
請
求
）

第
五
条

行
政
庁
の
処
分
に
つ
き
処
分
庁
以
外
の
行
政
庁
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
い
て
、
法
律

に
再
調
査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
処
分
庁
に
対
し
て

再
調
査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
を
し
た
と
き
は

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
再
調
査
の
請
求
を
し
た
と
き
は
、
当
該
再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
を
経
た
後
で
な
け
れ



ば
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

当
該
処
分
に
つ
き
再
調
査
の
請
求
を
し
た
日
（
第
六
十
一
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
の
規
定
に

よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
不
備
を
補
正
し
た
日
）
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

三
月
を
経
過
し
て
も
、
処
分
庁
が
当
該
再
調
査
の
請
求
に
つ
き
決
定
を
し
な
い
場
合

二

そ
の
他
再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
を
経
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合

（
再
審
査
請
求
）

第
六
条

行
政
庁
の
処
分
に
つ
き
法
律
に
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
処
分
に
つ

い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

再
審
査
請
求
は
、
原
裁
決
（
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
又
は
当
該
処
分
（
以
下
「
原
裁
決
等
」
と
い
う
。
）
を
対
象
と
し
て
、
前
項
の
法
律
に
定
め
る
行
政
庁
に
対
し
て
す

る
も
の
と
す
る
。

（
適
用
除
外
）

第
七
条

次
に
掲
げ
る
処
分
及
び
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。



一

国
会
の
両
院
若
し
く
は
一
院
又
は
議
会
の
議
決
に
よ
っ
て
さ
れ
る
処
分

二

裁
判
所
若
し
く
は
裁
判
官
の
裁
判
に
よ
り
、
又
は
裁
判
の
執
行
と
し
て
さ
れ
る
処
分

三

国
会
の
両
院
若
し
く
は
一
院
若
し
く
は
議
会
の
議
決
を
経
て
、
又
は
こ
れ
ら
の
同
意
若
し
く
は
承
認
を
得
た
上
で
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
処
分

四

検
査
官
会
議
で
決
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
処
分

五

当
事
者
間
の
法
律
関
係
を
確
認
し
、
又
は
形
成
す
る
処
分
で
、
法
令
の
規
定
に
よ
り
当
該
処
分
に
関
す
る
訴
え
に
お
い

て
そ
の
法
律
関
係
の
当
事
者
の
一
方
を
被
告
と
す
べ
き
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の

六

刑
事
事
件
に
関
す
る
法
令
に
基
づ
い
て
検
察
官
、
検
察
事
務
官
又
は
司
法
警
察
職
員
が
す
る
処
分

七

国
税
又
は
地
方
税
の
犯
則
事
件
に
関
す
る
法
令
（
他
の
法
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
基
づ
い
て
国
税

庁
長
官
、
国
税
局
長
、
税
務
署
長
、
収
税
官
吏
、
税
関
長
、
税
関
職
員
又
は
徴
税
吏
員
（
他
の
法
令
の
規
定
に
基
づ
い
て

こ
れ
ら
の
職
員
の
職
務
を
行
う
者
を
含
む
。
）
が
す
る
処
分
及
び
金
融
商
品
取
引
の
犯
則
事
件
に
関
す
る
法
令
（
他
の
法

令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
基
づ
い
て
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
、
そ
の
職
員
（
当
該
法
令
に
お
い
て
そ

の
職
員
と
み
な
さ
れ
る
者
を
含
む
。
）
、
財
務
局
長
又
は
財
務
支
局
長
が
す
る
処
分



八

学
校
、
講
習
所
、
訓
練
所
又
は
研
修
所
に
お
い
て
、
教
育
、
講
習
、
訓
練
又
は
研
修
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
学

生
、
生
徒
、
児
童
若
し
く
は
幼
児
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
保
護
者
、
講
習
生
、
訓
練
生
又
は
研
修
生
に
対
し
て
さ
れ
る
処
分

九

刑
務
所
、
少
年
刑
務
所
、
拘
置
所
、
留
置
施
設
、
海
上
保
安
留
置
施
設
、
少
年
院
、
少
年
鑑
別
所
又
は
婦
人
補
導
院
に

お
い
て
、
収
容
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
さ
れ
る
処
分

十

外
国
人
の
出
入
国
又
は
帰
化
に
関
す
る
処
分

十
一

専
ら
人
の
学
識
技
能
に
関
す
る
試
験
又
は
検
定
の
結
果
に
つ
い
て
の
処
分

十
二

こ
の
法
律
に
基
づ
く
処
分
（
第
五
章
第
一
節
第
一
款
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
を
除
く
。
）

２

国
の
機
関
又
は
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
公
共
団
体
若
し
く
は
そ
の
機
関
に
対
す
る
処
分
で
、
こ
れ
ら
の
機
関
又
は
団
体

が
そ
の
固
有
の
資
格
に
お
い
て
当
該
処
分
の
相
手
方
と
な
る
も
の
及
び
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
は
、

適
用
し
な
い
。

（
特
別
の
不
服
申
立
て
の
制
度
）

第
八
条

前
条
の
規
定
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
処
分
又
は
不
作
為
に
つ
き
、
別
に
法
令

で
当
該
処
分
又
は
不
作
為
の
性
質
に
応
じ
た
不
服
申
立
て
の
制
度
を
設
け
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。



第
二
章

審
査
請
求

第
一
節

審
査
庁
及
び
審
理
関
係
人

（
審
理
員
）

第
九
条

第
四
条
又
は
他
の
法
律
若
し
く
は
条
例
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
が
さ
れ
た
行
政
庁
（
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
引

継
ぎ
を
受
け
た
行
政
庁
を
含
む
。
以
下
「
審
査
庁
」
と
い
う
。
）
は
、
審
査
庁
に
所
属
す
る
職
員
（
第
十
七
条
に
規
定
す
る

名
簿
を
作
成
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
）
の
う
ち
か
ら
第
三
節
に
規
定
す
る
審
理
手
続
（

こ
の
節
に
規
定
す
る
手
続
を
含
む
。
）
を
行
う
者
を
指
名
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
審
査
請
求
人
及
び
処
分
庁
等
（
審
査

庁
以
外
の
処
分
庁
等
に
限
る
。
）
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
機
関
が
審

査
庁
で
あ
る
場
合
若
し
く
は
条
例
に
基
づ
く
処
分
に
つ
い
て
条
例
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
又
は
第
二
十
四
条
の
規
定
に

よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

内
閣
府
設
置
法
第
四
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
委
員
会

二

内
閣
府
設
置
法
第
三
十
七
条
若
し
く
は
第
五
十
四
条
又
は
国
家
行
政
組
織
法
第
八
条
に
規
定
す
る
機
関

三

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
三
十
八
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
委
員
会
若
し
く
は
委
員



又
は
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
機
関

２

審
査
庁
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

審
査
請
求
に
係
る
処
分
若
し
く
は
当
該
処
分
に
係
る
再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
に
関
与
し
た
者
又
は
審
査
請
求

に
係
る
不
作
為
に
係
る
処
分
に
関
与
し
、
若
し
く
は
関
与
す
る
こ
と
と
な
る
者

二

審
査
請
求
人

三

審
査
請
求
人
の
配
偶
者
、
四
親
等
内
の
親
族
又
は
同
居
の
親
族

四

審
査
請
求
人
の
代
理
人

五

前
二
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
た
者

六

審
査
請
求
人
の
後
見
人
、
後
見
監
督
人
、
保
佐
人
、
保
佐
監
督
人
、
補
助
人
又
は
補
助
監
督
人

七

第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
害
関
係
人

３

審
査
庁
が
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
機
関
で
あ
る
場
合
又
は
同
項
た
だ
し
書
の
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
別

表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
し
、
第
十
七
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十
二
条
及
び
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定



は
、
適
用
し
な
い
。

４

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
審
査
庁
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
職
員
（
第
二
項
各
号
（
第
一
項

各
号
に
掲
げ
る
機
関
の
構
成
員
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
に
限
る
。
）
に
、
前
項
に
お
い

て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
人
若
し
く
は
第
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
参
加

人
の
意
見
の
陳
述
を
聴
か
せ
、
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
参
考
人
の
陳
述
を
聴
か

せ
、
同
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
証
を
さ
せ
、
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え

て
適
用
す
る
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
審
理
関
係
人
に
対
す
る
質
問
を
さ
せ
、
又
は
同
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
三
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
の
審
査
請
求
）

第
十
条

法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
が
あ
る
も
の
は
、
そ
の
名
で
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
総
代
）



第
十
一
条

多
数
人
が
共
同
し
て
審
査
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
三
人
を
超
え
な
い
総
代
を
互
選
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

共
同
審
査
請
求
人
が
総
代
を
互
選
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
指
名
さ
れ
た
者
（
以
下
「
審
理
員
」
と
い
う
。
）
は
、
総
代
の
互
選
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

総
代
は
、
各
自
、
他
の
共
同
審
査
請
求
人
の
た
め
に
、
審
査
請
求
の
取
下
げ
を
除
き
、
当
該
審
査
請
求
に
関
す
る
一
切
の

行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

総
代
が
選
任
さ
れ
た
と
き
は
、
共
同
審
査
請
求
人
は
、
総
代
を
通
じ
て
の
み
、
前
項
の
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

共
同
審
査
請
求
人
に
対
す
る
行
政
庁
の
通
知
そ
の
他
の
行
為
は
、
二
人
以
上
の
総
代
が
選
任
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て

も
、
一
人
の
総
代
に
対
し
て
す
れ
ば
足
り
る
。

６

共
同
審
査
請
求
人
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
総
代
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
代
理
人
に
よ
る
審
査
請
求
）

第
十
二
条

審
査
請
求
は
、
代
理
人
に
よ
っ
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
代
理
人
は
、
各
自
、
審
査
請
求
人
の
た
め
に
、
当
該
審
査
請
求
に
関
す
る
一
切
の
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
審
査
請
求
の
取
下
げ
は
、
特
別
の
委
任
を
受
け
た
場
合
に
限
り
、
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



（
参
加
人
）

第
十
三
条

利
害
関
係
人
（
審
査
請
求
人
以
外
の
者
で
あ
っ
て
審
査
請
求
に
係
る
処
分
又
は
不
作
為
に
係
る
処
分
の
根
拠
と
な

る
法
令
に
照
ら
し
当
該
処
分
に
つ
き
利
害
関
係
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
審
理
員
の

許
可
を
得
て
、
当
該
審
査
請
求
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

審
理
員
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
利
害
関
係
人
に
対
し
、
当
該
審
査
請
求
に
参
加
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

３

審
査
請
求
へ
の
参
加
は
、
代
理
人
に
よ
っ
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
項
の
代
理
人
は
、
各
自
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
に
参
加
す
る
者
（
以
下
「
参
加
人
」
と

い
う
。
）
の
た
め
に
、
当
該
審
査
請
求
へ
の
参
加
に
関
す
る
一
切
の
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
審
査
請
求
へ

の
参
加
の
取
下
げ
は
、
特
別
の
委
任
を
受
け
た
場
合
に
限
り
、
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
行
政
庁
が
裁
決
を
す
る
権
限
を
有
し
な
く
な
っ
た
場
合
の
措
置
）

第
十
四
条

行
政
庁
が
審
査
請
求
が
さ
れ
た
後
法
令
の
改
廃
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
に
つ
き
裁
決
を
す
る
権
限
を
有
し
な
く
な

っ
た
と
き
は
、
当
該
行
政
庁
は
、
第
十
九
条
に
規
定
す
る
審
査
請
求
書
又
は
第
二
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
録



取
書
及
び
関
係
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
新
た
に
当
該
審
査
請
求
に
つ
き
裁
決
を
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
行
政
庁

に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
引
継
ぎ
を
受
け
た
行
政
庁
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
審

査
請
求
人
及
び
参
加
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
理
手
続
の
承
継
）

第
十
五
条

審
査
請
求
人
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
相
続
人
そ
の
他
法
令
に
よ
り
審
査
請
求
の
目
的
で
あ
る
処
分
に
係
る
権
利
を

承
継
し
た
者
は
、
審
査
請
求
人
の
地
位
を
承
継
す
る
。

２

審
査
請
求
人
に
つ
い
て
合
併
又
は
分
割
（
審
査
請
求
の
目
的
で
あ
る
処
分
に
係
る
権
利
を
承
継
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）

が
あ
っ
た
と
き
は
、
合
併
後
存
続
す
る
法
人
そ
の
他
の
社
団
若
し
く
は
財
団
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
そ
の

他
の
社
団
若
し
く
は
財
団
又
は
分
割
に
よ
り
当
該
権
利
を
承
継
し
た
法
人
は
、
審
査
請
求
人
の
地
位
を
承
継
す
る
。

３

前
二
項
の
場
合
に
は
、
審
査
請
求
人
の
地
位
を
承
継
し
た
相
続
人
そ
の
他
の
者
又
は
法
人
そ
の
他
の
社
団
若
し
く
は
財
団

は
、
書
面
で
そ
の
旨
を
審
査
庁
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
届
出
書
に
は
、
死
亡
若
し
く
は
分
割
に

よ
る
権
利
の
承
継
又
は
合
併
の
事
実
を
証
す
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
又
は
第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
死
亡
者
又
は
合
併



前
の
法
人
そ
の
他
の
社
団
若
し
く
は
財
団
若
し
く
は
分
割
を
し
た
法
人
に
宛
て
て
さ
れ
た
通
知
が
審
査
請
求
人
の
地
位
を
承

継
し
た
相
続
人
そ
の
他
の
者
又
は
合
併
後
の
法
人
そ
の
他
の
社
団
若
し
く
は
財
団
若
し
く
は
分
割
に
よ
り
審
査
請
求
人
の
地

位
を
承
継
し
た
法
人
に
到
達
し
た
と
き
は
、
当
該
通
知
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
す
る
通
知
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
。

５

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
審
査
請
求
人
の
地
位
を
承
継
し
た
相
続
人
そ
の
他
の
者
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
の
一

人
に
対
す
る
通
知
そ
の
他
の
行
為
は
、
全
員
に
対
し
て
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

６

審
査
請
求
の
目
的
で
あ
る
処
分
に
係
る
権
利
を
譲
り
受
け
た
者
は
、
審
査
庁
の
許
可
を
得
て
、
審
査
請
求
人
の
地
位
を
承

継
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
標
準
審
理
期
間
）

第
十
六
条

第
四
条
又
は
他
の
法
律
若
し
く
は
条
例
の
規
定
に
よ
り
審
査
庁
と
な
る
べ
き
行
政
庁
（
以
下
「
審
査
庁
と
な
る
べ

き
行
政
庁
」
と
い
う
。
）
は
、
審
査
請
求
が
そ
の
事
務
所
に
到
達
し
て
か
ら
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
す
る
ま
で
に

通
常
要
す
べ
き
標
準
的
な
期
間
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
定
め
た
と
き
は
、
当
該
審
査
庁
と
な
る
べ
き
行

政
庁
及
び
関
係
処
分
庁
（
当
該
審
査
請
求
の
対
象
と
な
る
べ
き
処
分
の
権
限
を
有
す
る
行
政
庁
で
あ
っ
て
当
該
審
査
庁
と
な

る
べ
き
行
政
庁
以
外
の
も
の
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
事
務
所
に
お
け
る
備
付
け
そ
の
他
の
適
当
な
方
法
に
よ



り
公
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
理
員
と
な
る
べ
き
者
の
名
簿
）

第
十
七
条

審
査
庁
と
な
る
べ
き
行
政
庁
は
、
審
理
員
と
な
る
べ
き
者
の
名
簿
を
作
成
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を

作
成
し
た
と
き
は
、
当
該
審
査
庁
と
な
る
べ
き
行
政
庁
及
び
関
係
処
分
庁
の
事
務
所
に
お
け
る
備
付
け
そ
の
他
の
適
当
な
方

法
に
よ
り
公
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節

審
査
請
求
の
手
続

（
審
査
請
求
期
間
）

第
十
八
条

処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
（
当
該
処
分
に

つ
い
て
再
調
査
の
請
求
を
し
た
と
き
は
、
当
該
再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
一
月
）
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

２

処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
処
分
（
当
該
処
分
に
つ
い
て
再
調
査
の
請
求
を
し
た
と
き
は
、
当
該
再
調
査
の
請
求
に

つ
い
て
の
決
定
）
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
正



当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

次
条
に
規
定
す
る
審
査
請
求
書
を
郵
便
又
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九

十
九
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
に
よ

る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
信
書
便
で
提
出
し
た
場
合
に
お
け
る
前
二
項
に
規
定
す
る
期
間
（
以
下
「
審
査
請
求
期
間
」
と

い
う
。
）
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
送
付
に
要
し
た
日
数
は
、
算
入
し
な
い
。

（
審
査
請
求
書
の
提
出
）

第
十
九
条

審
査
請
求
は
、
他
の
法
律
（
条
例
に
基
づ
く
処
分
に
つ
い
て
は
、
条
例
）
に
口
頭
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定

め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
審
査
請
求
書
を
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

審
査
請
求
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所

二

審
査
請
求
に
係
る
処
分
の
内
容

三

審
査
請
求
に
係
る
処
分
（
当
該
処
分
に
つ
い
て
再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
を
経
た
と
き
は
、
当
該
決
定
）
が
あ

っ
た
こ
と
を
知
っ
た
年
月
日



四

審
査
請
求
の
趣
旨
及
び
理
由

五

処
分
庁
の
教
示
の
有
無
及
び
そ
の
内
容

六

審
査
請
求
の
年
月
日

３

不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

審
査
請
求
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所

二

当
該
不
作
為
に
係
る
処
分
に
つ
い
て
の
申
請
の
内
容
及
び
年
月
日

三

審
査
請
求
の
年
月
日

４

審
査
請
求
人
が
、
法
人
そ
の
他
の
社
団
若
し
く
は
財
団
で
あ
る
場
合
、
総
代
を
互
選
し
た
場
合
又
は
代
理
人
に
よ
っ
て
審

査
請
求
を
す
る
場
合
に
は
、
審
査
請
求
書
に
は
、
第
二
項
各
号
又
は
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
そ
の
代
表
者
若
し

く
は
管
理
人
、
総
代
又
は
代
理
人
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
書
に
は
、
第
二
項
及
び
前
項
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い

て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
五
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
を
経
な
い
で
審
査
請
求
を
す
る
場
合

再
調



査
の
請
求
を
し
た
年
月
日

二

第
五
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
を
経
な
い
で
審
査
請
求
を
す
る
場
合

そ
の

決
定
を
経
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
正
当
な
理
由

三

審
査
請
求
期
間
の
経
過
後
に
お
い
て
審
査
請
求
を
す
る
場
合

前
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定

す
る
正
当
な
理
由

（
口
頭
に
よ
る
審
査
請
求
）

第
二
十
条

口
頭
で
審
査
請
求
を
す
る
場
合
に
は
、
前
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
規
定
す
る
事
項
を
陳
述
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
陳
述
を
受
け
た
行
政
庁
は
、
そ
の
陳
述
の
内
容
を
録
取
し
、
こ
れ
を
陳
述
人
に
読
み
聞
か

せ
て
誤
り
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
陳
述
人
に
押
印
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
処
分
庁
等
を
経
由
す
る
審
査
請
求
）

第
二
十
一
条

審
査
請
求
を
す
べ
き
行
政
庁
が
処
分
庁
等
と
異
な
る
場
合
に
お
け
る
審
査
請
求
は
、
処
分
庁
等
を
経
由
し
て
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
審
査
請
求
人
は
、
処
分
庁
等
に
審
査
請
求
書
を
提
出
し
、
又
は
処
分
庁
等
に
対

し
第
十
九
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
規
定
す
る
事
項
を
陳
述
す
る
も
の
と
す
る
。



２

前
項
の
場
合
に
は
、
処
分
庁
等
は
、
直
ち
に
、
審
査
請
求
書
又
は
審
査
請
求
録
取
書
（
前
条
後
段
の
規
定
に
よ
り
陳
述
の

内
容
を
録
取
し
た
書
面
を
い
う
。
第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
五
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
審
査
庁
と
な
る
べ
き
行
政

庁
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
審
査
請
求
期
間
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
処
分
庁
に
審
査
請
求
書
を
提
出
し
、
又
は
処
分
庁
に
対

し
当
該
事
項
を
陳
述
し
た
時
に
、
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
誤
っ
た
教
示
を
し
た
場
合
の
救
済
）

第
二
十
二
条

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
処
分
に
つ
き
、
処
分
庁
が
誤
っ
て
審
査
請
求
を
す
べ
き
行
政
庁
で
な
い
行
政

庁
を
審
査
請
求
を
す
べ
き
行
政
庁
と
し
て
教
示
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
教
示
さ
れ
た
行
政
庁
に
書
面
で
審
査
請
求
が
さ

れ
た
と
き
は
、
当
該
行
政
庁
は
、
速
や
か
に
、
審
査
請
求
書
を
処
分
庁
又
は
審
査
庁
と
な
る
べ
き
行
政
庁
に
送
付
し
、
か
つ

、
そ
の
旨
を
審
査
請
求
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
処
分
庁
に
審
査
請
求
書
が
送
付
さ
れ
た
と
き
は
、
処
分
庁
は
、
速
や
か
に
、
こ
れ
を
審
査
庁
と
な
る

べ
き
行
政
庁
に
送
付
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
審
査
請
求
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
処
分
の
う
ち
、
再
調
査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
処
分
に
つ
き
、
処
分
庁
が
誤
っ
て
再
調
査
の
請
求
を



す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
教
示
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
処
分
庁
に
再
調
査
の
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
処
分
庁
は
、
速

や
か
に
、
再
調
査
の
請
求
書
（
第
六
十
一
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
に
規
定
す
る
再
調
査
の
請
求
書
を

い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
再
調
査
の
請
求
録
取
書
（
第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
後
段

の
規
定
に
よ
り
陳
述
の
内
容
を
録
取
し
た
書
面
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
審
査
庁
と
な
る
べ
き
行
政
庁

に
送
付
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
再
調
査
の
請
求
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

再
調
査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
処
分
に
つ
き
、
処
分
庁
が
誤
っ
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
教
示
し

な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
処
分
庁
に
再
調
査
の
請
求
が
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
再
調
査
の
請
求
人
か
ら
申
立
て
が

あ
っ
た
と
き
は
、
処
分
庁
は
、
速
や
か
に
、
再
調
査
の
請
求
書
又
は
再
調
査
の
請
求
録
取
書
及
び
関
係
書
類
そ
の
他
の
物
件

を
審
査
庁
と
な
る
べ
き
行
政
庁
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
送
付
を
受
け
た
行
政
庁
は
、

速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
再
調
査
の
請
求
人
及
び
第
六
十
一
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
当
該
再
調
査
の
請
求
に
参
加
す
る
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
各
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
書
又
は
再
調
査
の
請
求
書
若
し
く
は
再
調
査
の
請
求
録
取
書
が
審
査
庁
と
な
る
べ
き
行

政
庁
に
送
付
さ
れ
た
と
き
は
、
初
め
か
ら
審
査
庁
と
な
る
べ
き
行
政
庁
に
審
査
請
求
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。



（
審
査
請
求
書
の
補
正
）

第
二
十
三
条

審
査
請
求
書
が
第
十
九
条
の
規
定
に
違
反
す
る
場
合
に
は
、
審
査
庁
は
、
相
当
の
期
間
を
定
め
、
そ
の
期
間
内

に
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
理
手
続
を
経
な
い
で
す
る
却
下
裁
決
）

第
二
十
四
条

前
条
の
場
合
に
お
い
て
、
審
査
請
求
人
が
同
条
の
期
間
内
に
不
備
を
補
正
し
な
い
と
き
は
、
審
査
庁
は
、
次
節

に
規
定
す
る
審
理
手
続
を
経
な
い
で
、
第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
裁
決
で
、
当
該

審
査
請
求
を
却
下
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

審
査
請
求
が
不
適
法
で
あ
っ
て
補
正
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
と
き
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。

（
執
行
停
止
）

第
二
十
五
条

審
査
請
求
は
、
処
分
の
効
力
、
処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
を
妨
げ
な
い
。

２

処
分
庁
の
上
級
行
政
庁
又
は
処
分
庁
で
あ
る
審
査
庁
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
審
査
請
求
人
の
申
立
て
に

よ
り
又
は
職
権
で
、
処
分
の
効
力
、
処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
そ
の
他
の
措
置
（
以
下
「
執

行
停
止
」
と
い
う
。
）
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。



３

処
分
庁
の
上
級
行
政
庁
又
は
処
分
庁
の
い
ず
れ
で
も
な
い
審
査
庁
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
審
査
請
求
人

の
申
立
て
に
よ
り
、
処
分
庁
の
意
見
を
聴
取
し
た
上
、
執
行
停
止
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
処
分
の
効
力
、
処
分

の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
以
外
の
措
置
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

４

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
人
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
処
分
、
処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
に
よ

り
生
ず
る
重
大
な
損
害
を
避
け
る
た
め
に
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
審
査
庁
は
、
執
行
停
止
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
公
共
の
福
祉
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
又
は
本
案
に
つ
い
て
理
由
が
な
い
と

み
え
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

審
査
庁
は
、
前
項
に
規
定
す
る
重
大
な
損
害
を
生
ず
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
損
害
の
回
復
の
困
難
の
程

度
を
考
慮
す
る
も
の
と
し
、
損
害
の
性
質
及
び
程
度
並
び
に
処
分
の
内
容
及
び
性
質
を
も
勘
案
す
る
も
の
と
す
る
。

６

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
場
合
に
お
い
て
、
処
分
の
効
力
の
停
止
は
、
処
分
の
効
力
の
停
止
以
外
の
措
置
に
よ
っ
て
目

的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

７

執
行
停
止
の
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
審
理
員
か
ら
第
四
十
条
に
規
定
す
る
執
行
停
止
を
す
べ
き
旨
の
意
見
書
が
提

出
さ
れ
た
と
き
は
、
審
査
庁
は
、
速
や
か
に
、
執
行
停
止
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



（
執
行
停
止
の
取
消
し
）

第
二
十
六
条

執
行
停
止
を
し
た
後
に
お
い
て
、
執
行
停
止
が
公
共
の
福
祉
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
と
き
、
そ
の
他
事
情
が
変
更
し
た
と
き
は
、
審
査
庁
は
、
そ
の
執
行
停
止
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
審
査
請
求
の
取
下
げ
）

第
二
十
七
条

審
査
請
求
人
は
、
裁
決
が
あ
る
ま
で
は
、
い
つ
で
も
審
査
請
求
を
取
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

審
査
請
求
の
取
下
げ
は
、
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
節

審
理
手
続

（
審
理
手
続
の
計
画
的
進
行
）

第
二
十
八
条

審
査
請
求
人
、
参
加
人
及
び
処
分
庁
等
（
以
下
「
審
理
関
係
人
」
と
い
う
。
）
並
び
に
審
理
員
は
、
簡
易
迅
速

か
つ
公
正
な
審
理
の
実
現
の
た
め
、
審
理
に
お
い
て
、
相
互
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
審
理
手
続
の
計
画
的
な
進
行
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
弁
明
書
の
提
出
）

第
二
十
九
条

審
理
員
は
、
審
査
庁
か
ら
指
名
さ
れ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
審
査
請
求
書
又
は
審
査
請
求
録
取
書
の
写
し
を
処



分
庁
等
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
処
分
庁
等
が
審
査
庁
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

審
理
員
は
、
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、
処
分
庁
等
に
対
し
、
弁
明
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

３

処
分
庁
等
は
、
前
項
の
弁
明
書
に
、
次
の
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
弁
明
書

処
分
の
内
容
及
び
理
由

二

不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
弁
明
書

処
分
を
し
て
い
な
い
理
由
並
び
に
予
定
さ
れ
る
処
分
の
時
期
、
内

容
及
び
理
由

４

処
分
庁
が
次
に
掲
げ
る
書
面
を
保
有
す
る
場
合
に
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
弁
明
書
に
こ
れ
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一

行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
の
調
書
及
び
同
条
第
三
項
の
報
告
書

二

行
政
手
続
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
弁
明
書

５

審
理
員
は
、
処
分
庁
等
か
ら
弁
明
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
審
査
請
求
人
及
び
参
加
人
に
送
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
反
論
書
等
の
提
出
）



第
三
十
条

審
査
請
求
人
は
、
前
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
送
付
さ
れ
た
弁
明
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
に
対
す
る
反
論
を
記
載

し
た
書
面
（
以
下
「
反
論
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
審
理
員
が
、
反
論
書
を

提
出
す
べ
き
相
当
の
期
間
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
期
間
内
に
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

参
加
人
は
、
審
査
請
求
に
係
る
事
件
に
関
す
る
意
見
を
記
載
し
た
書
面
（
第
四
十
条
及
び
第
四
十
二
条
第
一
項
を
除
き
、

以
下
「
意
見
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
審
理
員
が
、
意
見
書
を
提
出
す
べ
き

相
当
の
期
間
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
期
間
内
に
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

審
理
員
は
、
審
査
請
求
人
か
ら
反
論
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
こ
れ
を
参
加
人
及
び
処
分
庁
等
に
、
参
加
人
か
ら
意
見

書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
こ
れ
を
審
査
請
求
人
及
び
処
分
庁
等
に
、
そ
れ
ぞ
れ
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
口
頭
意
見
陳
述
）

第
三
十
一
条

審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
審
理
員
は
、
当
該
申
立
て
を
し
た
者
（
以
下
こ
の

条
及
び
第
四
十
一
条
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て
「
申
立
人
」
と
い
う
。
）
に
口
頭
で
審
査
請
求
に
係
る
事
件
に
関
す
る
意
見

を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
申
立
人
の
所
在
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
当
該
意
見
を
述
べ
る

機
会
を
与
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。



２

前
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述
（
以
下
「
口
頭
意
見
陳
述
」
と
い
う
。
）
は
、
審
理
員
が
期
日
及
び
場
所
を
指
定

し
、
全
て
の
審
理
関
係
人
を
招
集
し
て
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

３

口
頭
意
見
陳
述
に
お
い
て
、
申
立
人
は
、
審
理
員
の
許
可
を
得
て
、
補
佐
人
と
と
も
に
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

口
頭
意
見
陳
述
に
お
い
て
、
審
理
員
は
、
申
立
人
の
す
る
陳
述
が
事
件
に
関
係
の
な
い
事
項
に
わ
た
る
場
合
そ
の
他
相
当

で
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

口
頭
意
見
陳
述
に
際
し
、
申
立
人
は
、
審
理
員
の
許
可
を
得
て
、
審
査
請
求
に
係
る
事
件
に
関
し
、
処
分
庁
等
に
対
し
て

、
質
問
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
証
拠
書
類
等
の
提
出
）

第
三
十
二
条

審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
は
、
証
拠
書
類
又
は
証
拠
物
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

処
分
庁
等
は
、
当
該
処
分
の
理
由
と
な
る
事
実
を
証
す
る
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
審
理
員
が
、
証
拠
書
類
若
し
く
は
証
拠
物
又
は
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
提
出
す
べ
き
相
当
の

期
間
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
期
間
内
に
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
物
件
の
提
出
要
求
）



第
三
十
三
条

審
理
員
は
、
審
査
請
求
人
若
し
く
は
参
加
人
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
所
持
人

に
対
し
、
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
物
件
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
審
理
員
は
、
そ

の
提
出
さ
れ
た
物
件
を
留
め
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
参
考
人
の
陳
述
及
び
鑑
定
の
要
求
）

第
三
十
四
条

審
理
員
は
、
審
査
請
求
人
若
し
く
は
参
加
人
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
適
当
と
認
め
る
者
に
、
参
考
人

と
し
て
そ
の
知
っ
て
い
る
事
実
の
陳
述
を
求
め
、
又
は
鑑
定
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
検
証
）

第
三
十
五
条

審
理
員
は
、
審
査
請
求
人
若
し
く
は
参
加
人
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
必
要
な
場
所
に
つ
き
、
検
証
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

審
理
員
は
、
審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
の
申
立
て
に
よ
り
前
項
の
検
証
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の

日
時
及
び
場
所
を
当
該
申
立
て
を
し
た
者
に
通
知
し
、
こ
れ
に
立
ち
会
う
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
理
関
係
人
へ
の
質
問
）

第
三
十
六
条

審
理
員
は
、
審
査
請
求
人
若
し
く
は
参
加
人
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
審
査
請
求
に
係
る
事
件
に
関
し



、
審
理
関
係
人
に
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
審
理
手
続
の
計
画
的
遂
行
）

第
三
十
七
条

審
理
員
は
、
審
査
請
求
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
、
審
理
す
べ
き
事
項
が
多
数
で
あ
り
又
は
錯
綜
し
て
い
る
な
ど

そ
う

事
件
が
複
雑
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
迅
速
か
つ
公
正
な
審
理
を
行
う
た
め
、
第
三
十
一
条
か
ら
前
条
ま
で
に

定
め
る
審
理
手
続
を
計
画
的
に
遂
行
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
期
日
及
び
場
所
を
指
定
し
て
、
審
理
関
係
人

を
招
集
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
こ
れ
ら
の
審
理
手
続
の
申
立
て
に
関
す
る
意
見
の
聴
取
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

審
理
員
は
、
審
理
関
係
人
が
遠
隔
の
地
に
居
住
し
て
い
る
場
合
そ
の
他
相
当
と
認
め
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
審
理
員
及
び
審
理
関
係
人
が
音
声
の
送
受
信
に
よ
り
通
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
っ
て
、
前
項
に
規

定
す
る
意
見
の
聴
取
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

審
理
員
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
行
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
第
三
十
一
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め

る
審
理
手
続
の
期
日
及
び
場
所
並
び
に
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
理
手
続
の
終
結
の
予
定
時
期
を
決
定
し
、
こ

れ
ら
を
審
理
関
係
人
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
当
該
予
定
時
期
を
変
更
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

（
審
査
請
求
人
等
に
よ
る
提
出
書
類
等
の
閲
覧
等
）



第
三
十
八
条

審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
は
、
第
四
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
審
理
手
続
が
終
結
す
る
ま
で

の
間
、
審
理
員
に
対
し
、
提
出
書
類
等
（
第
二
十
九
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
書
面
又
は
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
若
し
く
は
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
閲
覧

（
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ

る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ
っ
て
は
、
記
録

さ
れ
た
事
項
を
審
査
庁
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
）
又
は
当
該
書
面
若
し
く
は
当
該
書
類
の
写
し
若
し

く
は
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

審
理
員
は
、
第
三
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、

そ
の
閲
覧
又
は
交
付
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

審
理
員
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
を
さ
せ
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
閲
覧

又
は
交
付
に
係
る
提
出
書
類
等
の
提
出
人
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
審
理
員
が
、
そ
の
必
要
が
な
い

と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

審
理
員
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
に
つ
い
て
、
日
時
及
び
場
所
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
を
受
け
る
審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
実
費
の
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

審
理
員
は
、
経
済
的
困
難
そ
の
他
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
手

数
料
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

地
方
公
共
団
体
（
都
道
府
県
、
市
町
村
及
び
特
別
区
並
び
に
地
方
公
共
団
体
の
組
合
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
に
所
属
す

る
行
政
庁
が
審
査
庁
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
前
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
政
令
」
と
あ
る
の

は
、
「
条
例
」
と
し
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
に
所
属
し
な
い
行
政
庁
が
審
査
庁
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
政
令
で
」
と
あ
る
の
は
、
「
審
査
庁
が
」
と
す
る
。

（
審
理
手
続
の
併
合
又
は
分
離
）

第
三
十
九
条

審
理
員
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
数
個
の
審
査
請
求
に
係
る
審
理
手
続
を
併
合
し
、
又
は
併
合

さ
れ
た
数
個
の
審
査
請
求
に
係
る
審
理
手
続
を
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
審
理
員
に
よ
る
執
行
停
止
の
意
見
書
の
提
出
）

第
四
十
条

審
理
員
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
審
査
庁
に
対
し
、
執
行
停
止
を
す
べ
き
旨
の
意
見
書
を
提
出
す



る
こ
と
が
で
き
る
。

（
審
理
手
続
の
終
結
）

第
四
十
一
条

審
理
員
は
、
必
要
な
審
理
を
終
え
た
と
認
め
る
と
き
は
、
審
理
手
続
を
終
結
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
理
員
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
審
理
手
続
を
終
結
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

一

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
規
定
の
相
当
の
期
間
内
に
、
当
該
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
物
件
が
提
出
さ
れ
な
い
場

合
に
お
い
て
、
更
に
一
定
の
期
間
を
示
し
て
、
当
該
物
件
の
提
出
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
提
出
期
間
内
に
当

該
物
件
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
。

イ

第
二
十
九
条
第
二
項

弁
明
書

ロ

第
三
十
条
第
一
項
後
段

反
論
書

ハ

第
三
十
条
第
二
項
後
段

意
見
書

ニ

第
三
十
二
条
第
三
項

証
拠
書
類
若
し
く
は
証
拠
物
又
は
書
類
そ
の
他
の
物
件

ホ

第
三
十
三
条
前
段

書
類
そ
の
他
の
物
件



二

申
立
人
が
、
正
当
な
理
由
な
く
、
口
頭
意
見
陳
述
に
出
頭
し
な
い
と
き
。

３

審
理
員
が
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
審
理
手
続
を
終
結
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
審
理
関
係
人
に
対
し
、
審
理
手
続
を
終

結
し
た
旨
並
び
に
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
審
理
員
意
見
書
及
び
事
件
記
録
（
審
査
請
求
書
、
弁
明
書
そ
の
他
審
査
請
求
に

係
る
事
件
に
関
す
る
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
同
条
第
二
項
及
び
第
四
十
三
条
第
二
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
を
審
査
庁
に
提
出
す
る
予
定
時
期
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
当
該
予
定
時
期
を
変
更
し
た
と
き
も
、
同

様
と
す
る
。

（
審
理
員
意
見
書
）

第
四
十
二
条

審
理
員
は
、
審
理
手
続
を
終
結
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
審
査
庁
が
す
べ
き
裁
決
に
関
す
る
意
見
書
（
以
下

「
審
理
員
意
見
書
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

審
理
員
は
、
審
理
員
意
見
書
を
作
成
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
こ
れ
を
事
件
記
録
と
と
も
に
、
審
査
庁
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
節

行
政
不
服
審
査
会
等
へ
の
諮
問

第
四
十
三
条

審
査
庁
は
、
審
理
員
意
見
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、



審
査
庁
が
主
任
の
大
臣
又
は
宮
内
庁
長
官
若
し
く
は
内
閣
府
設
置
法
第
四
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
国
家

行
政
組
織
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
庁
の
長
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
行
政
不
服
審
査
会
に
、
審
査
庁
が
地
方
公
共
団

体
の
長
（
地
方
公
共
団
体
の
組
合
に
あ
っ
て
は
、
長
、
管
理
者
又
は
理
事
会
）
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
第
八
十
一
条
第
一

項
又
は
第
二
項
の
機
関
に
、
そ
れ
ぞ
れ
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

審
査
請
求
に
係
る
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
他
の
法
律
又
は
政
令
（
条
例
に
基
づ
く
処
分
に
つ
い
て
は
、
条
例
）

に
第
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
機
関
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
議
会
又
は
こ
れ
ら
の
機
関
に
類
す
る
も
の
と
し
て
政

令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
審
議
会
等
」
と
い
う
。
）
の
議
を
経
る
べ
き
旨
又
は
経
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
が
あ
り

、
か
つ
、
当
該
議
を
経
て
当
該
処
分
が
さ
れ
た
場
合

二

裁
決
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
他
の
法
律
又
は
政
令
（
条
例
に
基
づ
く
処
分
に
つ
い
て
は
、
条
例
）
に
第
九
条
第
一
項

各
号
に
掲
げ
る
機
関
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
議
会
又
は
こ
れ
ら
の
機
関
に
類
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

の
議
を
経
る
べ
き
旨
又
は
経
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
議
を
経
て
裁
決
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

三

第
四
十
六
条
第
三
項
又
は
第
四
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
審
議
会
等
の
議
を
経
て
裁
決
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

四

審
査
請
求
人
か
ら
、
行
政
不
服
審
査
会
又
は
第
八
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
機
関
（
以
下
「
行
政
不
服
審
査



会
等
」
と
い
う
。
）
へ
の
諮
問
を
希
望
し
な
い
旨
の
申
出
が
さ
れ
て
い
る
場
合
（
参
加
人
か
ら
、
行
政
不
服
審
査
会
等
に

諮
問
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
反
対
す
る
旨
の
申
出
が
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）

五

審
査
請
求
が
、
行
政
不
服
審
査
会
等
に
よ
っ
て
、
国
民
の
権
利
利
益
及
び
行
政
の
運
営
に
対
す
る
影
響
の
程
度
そ
の
他

当
該
事
件
の
性
質
を
勘
案
し
て
、
諮
問
を
要
し
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合

六

審
査
請
求
が
不
適
法
で
あ
り
、
却
下
す
る
場
合

七

第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
に
係
る
処
分
（
法
令
に
基
づ
く
申
請
を
却
下
し
、
又
は
棄
却
す
る
処
分

及
び
事
実
上
の
行
為
を
除
く
。
）
の
全
部
を
取
り
消
し
、
又
は
第
四
十
七
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
審

査
請
求
に
係
る
事
実
上
の
行
為
の
全
部
を
撤
廃
す
べ
き
旨
を
命
じ
、
若
し
く
は
撤
廃
す
る
こ
と
と
す
る
場
合
（
当
該
処
分

の
全
部
を
取
り
消
す
こ
と
又
は
当
該
事
実
上
の
行
為
の
全
部
を
撤
廃
す
べ
き
旨
を
命
じ
、
若
し
く
は
撤
廃
す
る
こ
と
に
つ

い
て
反
対
す
る
旨
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
及
び
口
頭
意
見
陳
述
に
お
い
て
そ
の
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
場
合
を
除
く
。
）

八

第
四
十
六
条
第
二
項
各
号
又
は
第
四
十
九
条
第
三
項
各
号
に
定
め
る
措
置
（
法
令
に
基
づ
く
申
請
の
全
部
を
認
容
す
べ

き
旨
を
命
じ
、
又
は
認
容
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
と
る
こ
と
と
す
る
場
合
（
当
該
申
請
の
全
部
を
認
容
す
る
こ
と
に
つ



い
て
反
対
す
る
旨
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
及
び
口
頭
意
見
陳
述
に
お
い
て
そ
の
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
場
合
を
除
く
。
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
は
、
審
理
員
意
見
書
及
び
事
件
記
録
の
写
し
を
添
え
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
諮
問
を
し
た
審
査
庁
は
、
審
理
関
係
人
（
処
分
庁
等
が
審
査
庁
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
審
査

請
求
人
及
び
参
加
人
）
に
対
し
、
当
該
諮
問
を
し
た
旨
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
審
理
員
意
見
書
の
写
し
を
送
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
五
節

裁
決

（
裁
決
の
時
期
）

第
四
十
四
条

審
査
庁
は
、
行
政
不
服
審
査
会
等
か
ら
諮
問
に
対
す
る
答
申
を
受
け
た
と
き
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮

問
を
要
し
な
い
場
合
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
審
理
員
意
見
書
が
提
出
さ
れ

た
と
き
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
議
を
経
た
と
き

）
は
、
遅
滞
な
く
、
裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
却
下
又
は
棄
却
）



第
四
十
五
条

処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
が
法
定
の
期
間
経
過
後
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
そ
の
他
不
適
法
で
あ
る
場
合

に
は
、
審
査
庁
は
、
裁
決
で
、
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
。

２

処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
が
理
由
が
な
い
場
合
に
は
、
審
査
庁
は
、
裁
決
で
、
当
該
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
。

３

審
査
請
求
に
係
る
処
分
が
違
法
又
は
不
当
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
取
り
消
し
、
又
は
撤
廃
す
る
こ
と
に
よ
り
公
の
利
益
に

著
し
い
障
害
を
生
ず
る
場
合
に
お
い
て
、
審
査
請
求
人
の
受
け
る
損
害
の
程
度
、
そ
の
損
害
の
賠
償
又
は
防
止
の
程
度
及
び

方
法
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
た
上
、
処
分
を
取
り
消
し
、
又
は
撤
廃
す
る
こ
と
が
公
共
の
福
祉
に
適
合
し
な
い
と
認

め
る
と
き
は
、
審
査
庁
は
、
裁
決
で
、
当
該
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
審
査
庁
は
、
裁
決

の
主
文
で
、
当
該
処
分
が
違
法
又
は
不
当
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
認
容
）

第
四
十
六
条

処
分
（
事
実
上
の
行
為
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
の
審
査
請
求

が
理
由
が
あ
る
場
合
（
前
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
審
査
庁
は
、
裁
決
で
、
当
該
処
分
の

全
部
若
し
く
は
一
部
を
取
り
消
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
す
る
。
た
だ
し
、
審
査
庁
が
処
分
庁
の
上
級
行
政
庁
又
は
処
分
庁
の

い
ず
れ
で
も
な
い
場
合
に
は
、
当
該
処
分
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。



２

前
項
の
規
定
に
よ
り
法
令
に
基
づ
く
申
請
を
却
下
し
、
又
は
棄
却
す
る
処
分
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
す
場
合
に
お
い

て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
審
査
庁
は
、
当
該
申
請
に
対
し
て
一
定
の
処
分
を
す
べ
き
も
の
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
措
置
を
と
る
。

一

処
分
庁
の
上
級
行
政
庁
で
あ
る
審
査
庁

当
該
処
分
庁
に
対
し
、
当
該
処
分
を
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
。

二

処
分
庁
で
あ
る
審
査
庁

当
該
処
分
を
す
る
こ
と
。

３

前
項
に
規
定
す
る
一
定
の
処
分
に
関
し
、
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
議
を
経
る
べ
き
旨
の
定
め
が
あ
る
場

合
に
お
い
て
、
審
査
庁
が
前
項
各
号
に
定
め
る
措
置
を
と
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
審
査
庁
は
、
当
該
定

め
に
係
る
審
議
会
等
の
議
を
経
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
項
に
規
定
す
る
定
め
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
第
二
項
に
規
定
す
る
一
定
の
処
分
に
関
し
、
他
の
法
令
に
関
係
行
政
機
関

と
の
協
議
の
実
施
そ
の
他
の
手
続
を
と
る
べ
き
旨
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
審
査
庁
が
同
項
各
号
に
定
め
る
措
置
を

と
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
審
査
庁
は
、
当
該
手
続
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
七
条

事
実
上
の
行
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
が
理
由
が
あ
る
場
合
（
第
四
十
五
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場

合
を
除
く
。
）
に
は
、
審
査
庁
は
、
裁
決
で
、
当
該
事
実
上
の
行
為
が
違
法
又
は
不
当
で
あ
る
旨
を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、



次
の
各
号
に
掲
げ
る
審
査
庁
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
措
置
を
と
る
。
た
だ
し
、
審
査
庁
が
処
分
庁
の
上
級
行

政
庁
以
外
の
審
査
庁
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
実
上
の
行
為
を
変
更
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一

処
分
庁
以
外
の
審
査
庁

当
該
処
分
庁
に
対
し
、
当
該
事
実
上
の
行
為
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
撤
廃
し
、
又
は
こ
れ

を
変
更
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
。

二

処
分
庁
で
あ
る
審
査
庁

当
該
事
実
上
の
行
為
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
撤
廃
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
。

（
不
利
益
変
更
の
禁
止
）

第
四
十
八
条

第
四
十
六
条
第
一
項
本
文
又
は
前
条
の
場
合
に
お
い
て
、
審
査
庁
は
、
審
査
請
求
人
の
不
利
益
に
当
該
処
分
を

変
更
し
、
又
は
当
該
事
実
上
の
行
為
を
変
更
す
べ
き
旨
を
命
じ
、
若
し
く
は
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
）

第
四
十
九
条

不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
が
当
該
不
作
為
に
係
る
処
分
に
つ
い
て
の
申
請
か
ら
相
当
の
期
間
が
経
過
し
な

い
で
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
そ
の
他
不
適
法
で
あ
る
場
合
に
は
、
審
査
庁
は
、
裁
決
で
、
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
。

２

不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
が
理
由
が
な
い
場
合
に
は
、
審
査
庁
は
、
裁
決
で
、
当
該
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
。

３

不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
が
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
審
査
庁
は
、
裁
決
で
、
当
該
不
作
為
が
違
法
又
は
不
当
で
あ



る
旨
を
宣
言
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
審
査
庁
は
、
当
該
申
請
に
対
し
て
一
定
の
処
分
を
す
べ
き

も
の
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
措
置
を
と
る
。

一

不
作
為
庁
の
上
級
行
政
庁
で
あ
る
審
査
庁

当
該
不
作
為
庁
に
対
し
、
当
該
処
分
を
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
。

二

不
作
為
庁
で
あ
る
審
査
庁

当
該
処
分
を
す
る
こ
と
。

４

審
査
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
処
分
に
関
し
、
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
議
を
経
る
べ
き
旨
の
定
め
が

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
審
査
庁
が
前
項
各
号
に
定
め
る
措
置
を
と
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
審
査
庁
は
、

当
該
定
め
に
係
る
審
議
会
等
の
議
を
経
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

前
項
に
規
定
す
る
定
め
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
審
査
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
処
分
に
関
し
、
他
の
法
令
に
関
係
行
政

機
関
と
の
協
議
の
実
施
そ
の
他
の
手
続
を
と
る
べ
き
旨
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
審
査
庁
が
第
三
項
各
号
に
定
め
る

措
置
を
と
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
審
査
庁
は
、
当
該
手
続
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
裁
決
の
方
式
）

第
五
十
条

裁
決
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
審
査
庁
が
記
名
押
印
し
た
裁
決
書
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

主
文



二

事
案
の
概
要

三

審
理
関
係
人
の
主
張
の
要
旨

四

理
由
（
第
一
号
の
主
文
が
審
理
員
意
見
書
又
は
行
政
不
服
審
査
会
等
若
し
く
は
審
議
会
等
の
答
申
書
と
異
な
る
内
容
で

あ
る
場
合
に
は
、
異
な
る
こ
と
と
な
っ
た
理
由
を
含
む
。
）

２

第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
行
政
不
服
審
査
会
等
へ
の
諮
問
を
要
し
な
い
場
合
に
は
、
前
項
の
裁
決
書
に
は
、
審

理
員
意
見
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

審
査
庁
は
、
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
裁
決
を
す
る
場
合
に
は
、
裁
決
書
に
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
旨
並
び
に
再
審
査
請
求
を
す
べ
き
行
政
庁
及
び
再
審
査
請
求
期
間
（
第
六
十
二
条
に
規
定
す
る
期
間
を
い
う
。
）
を
記
載

し
て
、
こ
れ
ら
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
裁
決
の
効
力
発
生
）

第
五
十
一
条

裁
決
は
、
審
査
請
求
人
（
当
該
審
査
請
求
が
処
分
の
相
手
方
以
外
の
者
の
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
第

四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
四
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
裁
決
に
あ
っ
て
は
、
審
査
請
求
人
及
び
処
分
の
相
手
方
）
に
送
達
さ
れ

た
時
に
、
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。



２

裁
決
の
送
達
は
、
送
達
を
受
け
る
べ
き
者
に
裁
決
書
の
謄
本
を
送
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
す
る
。
た
だ
し
、
送
達
を
受
け

る
べ
き
者
の
所
在
が
知
れ
な
い
場
合
そ
の
他
裁
決
書
の
謄
本
を
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
公
示
の
方
法
に
よ

っ
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

公
示
の
方
法
に
よ
る
送
達
は
、
審
査
庁
が
裁
決
書
の
謄
本
を
保
管
し
、
い
つ
で
も
そ
の
送
達
を
受
け
る
べ
き
者
に
交
付
す

る
旨
を
当
該
審
査
庁
の
掲
示
場
に
掲
示
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
官
報
そ
の
他
の
公
報
又
は
新
聞
紙
に
少
な
く
と
も
一
回
掲
載

し
て
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
掲
示
を
始
め
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
週
間
を
経
過
し
た
時
に

裁
決
書
の
謄
本
の
送
付
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

４

審
査
庁
は
、
裁
決
書
の
謄
本
を
参
加
人
及
び
処
分
庁
等
（
審
査
庁
以
外
の
処
分
庁
等
に
限
る
。
）
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
裁
決
の
拘
束
力
）

第
五
十
二
条

裁
決
は
、
関
係
行
政
庁
を
拘
束
す
る
。

２

申
請
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
が
手
続
の
違
法
若
し
く
は
不
当
を
理
由
と
し
て
裁
決
で
取
り
消
さ
れ
、
又
は
申
請
を
却
下
し

、
若
し
く
は
棄
却
し
た
処
分
が
裁
決
で
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
は
、
処
分
庁
は
、
裁
決
の
趣
旨
に
従
い
、
改
め
て
申
請
に
対



す
る
処
分
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
令
の
規
定
に
よ
り
公
示
さ
れ
た
処
分
が
裁
決
で
取
り
消
さ
れ
、
又
は
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
処
分
庁
は
、
当
該
処
分

が
取
り
消
さ
れ
、
又
は
変
更
さ
れ
た
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

法
令
の
規
定
に
よ
り
処
分
の
相
手
方
以
外
の
利
害
関
係
人
に
通
知
さ
れ
た
処
分
が
裁
決
で
取
り
消
さ
れ
、
又
は
変
更
さ
れ

た
場
合
に
は
、
処
分
庁
は
、
そ
の
通
知
を
受
け
た
者
（
審
査
請
求
人
及
び
参
加
人
を
除
く
。
）
に
、
当
該
処
分
が
取
り
消
さ

れ
、
又
は
変
更
さ
れ
た
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
証
拠
書
類
等
の
返
還
）

第
五
十
三
条

審
査
庁
は
、
裁
決
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ

た
証
拠
書
類
若
し
く
は
証
拠
物
又
は
書
類
そ
の
他
の
物
件
及
び
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
提
出
要
求
に
応
じ
て
提
出
さ
れ

た
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
そ
の
提
出
人
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章

再
調
査
の
請
求

（
再
調
査
の
請
求
期
間
）

第
五
十
四
条

再
調
査
の
請
求
は
、
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す



る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

再
調
査
の
請
求
は
、
処
分
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た

だ
し
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
誤
っ
た
教
示
を
し
た
場
合
の
救
済
）

第
五
十
五
条

再
調
査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
処
分
に
つ
き
、
処
分
庁
が
誤
っ
て
再
調
査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
旨
を
教
示
し
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
審
査
請
求
が
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
審
査
請
求
人
か
ら
申
立
て
が
あ
っ
た
と

き
は
、
審
査
庁
は
、
速
や
か
に
、
審
査
請
求
書
又
は
審
査
請
求
録
取
書
を
処
分
庁
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

、
審
査
請
求
人
に
対
し
弁
明
書
が
送
付
さ
れ
た
後
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
書
又
は
審
査
請
求
録
取
書
の
送
付
を
受
け
た
処
分
庁
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
審

査
請
求
人
及
び
参
加
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
書
又
は
審
査
請
求
録
取
書
が
処
分
庁
に
送
付
さ
れ
た
と
き
は
、
初
め
か
ら
処
分
庁

に
再
調
査
の
請
求
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
を
経
ず
に
審
査
請
求
が
さ
れ
た
場
合
）



第
五
十
六
条

第
五
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き
は
、
同
項
の
再
調
査
の
請
求
は
、
取
り
下

げ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
処
分
庁
に
お
い
て
当
該
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
以
前
に
再
調
査
の
請
求
に
係
る
処
分

（
事
実
上
の
行
為
を
除
く
。
）
を
取
り
消
す
旨
の
第
六
十
条
第
一
項
の
決
定
書
の
謄
本
を
発
し
て
い
る
場
合
又
は
再
調
査
の

請
求
に
係
る
事
実
上
の
行
為
を
撤
廃
し
て
い
る
場
合
は
、
当
該
審
査
請
求
（
処
分
（
事
実
上
の
行
為
を
除
く
。
）
の
一
部
を

取
り
消
す
旨
の
第
五
十
九
条
第
一
項
の
決
定
が
さ
れ
て
い
る
場
合
又
は
事
実
上
の
行
為
の
一
部
が
撤
廃
さ
れ
て
い
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
部
分
に
限
る
。
）
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
三
月
後
の
教
示
）

第
五
十
七
条

処
分
庁
は
、
再
調
査
の
請
求
が
さ
れ
た
日
（
第
六
十
一
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
の
規

定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
不
備
が
補
正
さ
れ
た
日
）
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

三
月
を
経
過
し
て
も
当
該
再
調
査
の
請
求
が
係
属
し
て
い
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
直
ち
に
審
査
請
求

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
書
面
で
そ
の
再
調
査
の
請
求
人
に
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
再
調
査
の
請
求
の
却
下
又
は
棄
却
の
決
定
）

第
五
十
八
条

再
調
査
の
請
求
が
法
定
の
期
間
経
過
後
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
そ
の
他
不
適
法
で
あ
る
場
合
に
は
、
処
分



庁
は
、
決
定
で
、
当
該
再
調
査
の
請
求
を
却
下
す
る
。

２

再
調
査
の
請
求
が
理
由
が
な
い
場
合
に
は
、
処
分
庁
は
、
決
定
で
、
当
該
再
調
査
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

（
再
調
査
の
請
求
の
認
容
の
決
定
）

第
五
十
九
条

処
分
（
事
実
上
の
行
為
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
の
再
調
査
の
請
求
が
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
処
分
庁
は
、
決

定
で
、
当
該
処
分
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
取
り
消
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
す
る
。

２

事
実
上
の
行
為
に
つ
い
て
の
再
調
査
の
請
求
が
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
処
分
庁
は
、
決
定
で
、
当
該
事
実
上
の
行
為
が

違
法
又
は
不
当
で
あ
る
旨
を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、
当
該
事
実
上
の
行
為
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
撤
廃
し
、
又
は
こ
れ
を

変
更
す
る
。

３

処
分
庁
は
、
前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
再
調
査
の
請
求
人
の
不
利
益
に
当
該
処
分
又
は
当
該
事
実
上
の
行
為
を
変
更
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
決
定
の
方
式
）

第
六
十
条

前
二
条
の
決
定
は
、
主
文
及
び
理
由
を
記
載
し
、
処
分
庁
が
記
名
押
印
し
た
決
定
書
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。



２

処
分
庁
は
、
前
項
の
決
定
書
（
再
調
査
の
請
求
に
係
る
処
分
の
全
部
を
取
り
消
し
、
又
は
撤
廃
す
る
決
定
に
係
る
も
の
を

除
く
。
）
に
、
再
調
査
の
請
求
に
係
る
処
分
に
つ
き
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
（
却
下
の
決
定
で
あ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
当
該
却
下
の
決
定
が
違
法
な
場
合
に
限
り
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
）
並
び
に
審
査
請
求
を
す
べ
き
行

政
庁
及
び
審
査
請
求
期
間
を
記
載
し
て
、
こ
れ
ら
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
査
請
求
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
六
十
一
条

第
九
条
第
四
項
、
第
十
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
、
第
十
八
条
第
三
項
、
第
十
九
条
（
第
三
項
並
び
に
第
五
項
第

一
号
及
び
第
二
号
を
除
く
。
）
、
第
二
十
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
（
第
三
項
を
除
く
。
）
、
第
二

十
六
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
一
条
（
第
五
項
を
除
く
。
）
、
第
三
十
二
条
（
第
二
項
を
除
く
。
）
、
第
三
十
九
条
、
第

五
十
一
条
及
び
第
五
十
三
条
の
規
定
は
、
再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
二
の
上
欄

に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

再
審
査
請
求

（
再
審
査
請
求
期
間
）

第
六
十
二
条

再
審
査
請
求
は
、
原
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す



る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

再
審
査
請
求
は
、
原
裁
決
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た

だ
し
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
裁
決
書
の
送
付
）

第
六
十
三
条

第
六
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
理
員
又
は
第
六
十
六

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
機
関
で
あ
る
再
審
査
庁
（
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
再
審
査

請
求
が
さ
れ
た
行
政
庁
（
第
六
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
引
継
ぎ
を
受
け

た
行
政
庁
を
含
む
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
原
裁
決
を
し
た
行
政
庁
に
対
し
、
原
裁
決
に
係
る
裁
決
書
の
送
付
を

求
め
る
も
の
と
す
る
。

（
再
審
査
請
求
の
却
下
又
は
棄
却
の
裁
決
）

第
六
十
四
条

再
審
査
請
求
が
法
定
の
期
間
経
過
後
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
そ
の
他
不
適
法
で
あ
る
場
合
に
は
、
再
審
査

庁
は
、
裁
決
で
、
当
該
再
審
査
請
求
を
却
下
す
る
。

２

再
審
査
請
求
が
理
由
が
な
い
場
合
に
は
、
再
審
査
庁
は
、
裁
決
で
、
当
該
再
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
。



３

再
審
査
請
求
に
係
る
原
裁
決
（
審
査
請
求
を
却
下
し
、
又
は
棄
却
し
た
も
の
に
限
る
。
）
が
違
法
又
は
不
当
で
あ
る
場
合

に
お
い
て
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
処
分
が
違
法
又
は
不
当
の
い
ず
れ
で
も
な
い
と
き
は
、
再
審
査
庁
は
、
裁
決
で
、
当
該

再
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
。

４

前
項
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
再
審
査
請
求
に
係
る
原
裁
決
等
が
違
法
又
は
不
当
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
取
り
消
し
、

又
は
撤
廃
す
る
こ
と
に
よ
り
公
の
利
益
に
著
し
い
障
害
を
生
ず
る
場
合
に
お
い
て
、
再
審
査
請
求
人
の
受
け
る
損
害
の
程
度

、
そ
の
損
害
の
賠
償
又
は
防
止
の
程
度
及
び
方
法
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
た
上
、
原
裁
決
等
を
取
り
消
し
、
又
は
撤

廃
す
る
こ
と
が
公
共
の
福
祉
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
再
審
査
庁
は
、
裁
決
で
、
当
該
再
審
査
請
求
を
棄
却
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
再
審
査
庁
は
、
裁
決
の
主
文
で
、
当
該
原
裁
決
等
が
違
法
又
は
不
当
で
あ
る
こ
と
を
宣

言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
再
審
査
請
求
の
認
容
の
裁
決
）

第
六
十
五
条

原
裁
決
等
（
事
実
上
の
行
為
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
の
再
審
査
請
求
が
理
由
が
あ
る
場
合
（
前
条
第
三
項
に
規

定
す
る
場
合
及
び
同
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
再
審
査
庁
は
、
裁
決
で
、
当
該
原
裁
決
等

の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
す
。



２

事
実
上
の
行
為
に
つ
い
て
の
再
審
査
請
求
が
理
由
が
あ
る
場
合
（
前
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）

に
は
、
裁
決
で
、
当
該
事
実
上
の
行
為
が
違
法
又
は
不
当
で
あ
る
旨
を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、
処
分
庁
に
対
し
、
当
該
事
実

上
の
行
為
の
全
部
又
は
一
部
を
撤
廃
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
。

（
審
査
請
求
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
六
十
六
条

第
二
章
（
第
九
条
第
三
項
、
第
十
八
条
（
第
三
項
を
除
く
。
）
、
第
十
九
条
第
三
項
並
び
に
第
五
項
第
一
号
及

び
第
二
号
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
五
条
第
二
項
、
第
二
十
九
条
（
第
一
項
を
除
く
。
）
、
第
三
十
条
第
一
項
、
第
四
十
一

条
第
二
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
、
第
四
節
、
第
四
十
五
条
か
ら
第
四
十
九
条
ま
で
並
び
に
第
五
十
条
第
三
項
を
除
く
。
）
の
規

定
は
、
再
審
査
請
求
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

再
審
査
庁
が
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
機
関
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
十
七
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十
二
条
及
び
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
五
章

行
政
不
服
審
査
会
等

第
一
節

行
政
不
服
審
査
会



第
一
款

設
置
及
び
組
織

（
設
置
）

第
六
十
七
条

総
務
省
に
、
行
政
不
服
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

２

審
査
会
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
。

（
組
織
）

第
六
十
八
条

審
査
会
は
、
委
員
九
人
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

２

委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
う
ち
三
人
以
内
は
、
常
勤
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
委
員
）

第
六
十
九
条

委
員
は
、
審
査
会
の
権
限
に
属
す
る
事
項
に
関
し
公
正
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
法
律
又
は
行
政

に
関
し
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
両
議
院
の
同
意
を
得
て
、
総
務
大
臣
が
任
命
す
る
。

２

委
員
の
任
期
が
満
了
し
、
又
は
欠
員
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
国
会
の
閉
会
又
は
衆
議
院
の
解
散
の
た
め
に
両
議
院
の

同
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者

の
う
ち
か
ら
、
委
員
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
任
命
後
最
初
の
国
会
で
両
議
院
の
事
後
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
両
議
院
の
事
後
の
承
認
が
得
ら
れ
な
い
と
き
は
、
総
務
大
臣
は
、
直
ち
に
そ
の
委
員
を
罷
免
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

委
員
の
任
期
は
、
三
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

５

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

委
員
の
任
期
が
満
了
し
た
と
き
は
、
当
該
委
員
は
、
後
任
者
が
任
命
さ
れ
る
ま
で
引
き
続
き
そ
の
職
務
を
行
う
も
の
と
す

る
。

７

総
務
大
臣
は
、
委
員
が
心
身
の
故
障
の
た
め
に
職
務
の
執
行
が
で
き
な
い
と
認
め
る
場
合
又
は
委
員
に
職
務
上
の
義
務
違

反
そ
の
他
委
員
た
る
に
適
し
な
い
非
行
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
両
議
院
の
同
意
を
得
て
、
そ
の
委
員
を
罷
免
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

８

委
員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
が
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
同
様
と
す
る
。

９

委
員
は
、
在
任
中
、
政
党
そ
の
他
の
政
治
的
団
体
の
役
員
と
な
り
、
又
は
積
極
的
に
政
治
運
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

常
勤
の
委
員
は
、
在
任
中
、
総
務
大
臣
の
許
可
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
報
酬
を
得
て
他
の
職
務
に
従
事
し
、
又
は
営
利
事

10
業
を
営
み
、
そ
の
他
金
銭
上
の
利
益
を
目
的
と
す
る
業
務
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。



委
員
の
給
与
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
。

11
（
会
長
）

第
七
十
条

審
査
会
に
、
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。

２

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審
査
会
を
代
表
す
る
。

３

会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
委
員
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

（
専
門
委
員
）

第
七
十
一
条

審
査
会
に
、
専
門
の
事
項
を
調
査
さ
せ
る
た
め
、
専
門
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

専
門
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
総
務
大
臣
が
任
命
す
る
。

３

専
門
委
員
は
、
そ
の
者
の
任
命
に
係
る
当
該
専
門
の
事
項
に
関
す
る
調
査
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
る
も
の
と
す

る
。

４

専
門
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

（
合
議
体
）

第
七
十
二
条

審
査
会
は
、
委
員
の
う
ち
か
ら
、
審
査
会
が
指
名
す
る
者
三
人
を
も
っ
て
構
成
す
る
合
議
体
で
、
審
査
請
求
に



係
る
事
件
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
審
査
会
が
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
委
員
の
全
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
合
議
体
で
、
審

査
請
求
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
。

（
事
務
局
）

第
七
十
三
条

審
査
会
の
事
務
を
処
理
さ
せ
る
た
め
、
審
査
会
に
事
務
局
を
置
く
。

２

事
務
局
に
、
事
務
局
長
の
ほ
か
、
所
要
の
職
員
を
置
く
。

３

事
務
局
長
は
、
会
長
の
命
を
受
け
て
、
局
務
を
掌
理
す
る
。

第
二
款

審
査
会
の
調
査
審
議
の
手
続

（
審
査
会
の
調
査
権
限
）

第
七
十
四
条

審
査
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
審
査
請
求
に
係
る
事
件
に
関
し
、
審
査
請
求
人
、
参
加
人
又

は
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
会
に
諮
問
を
し
た
審
査
庁
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
審
査
関
係
人
」
と
い
う

。
）
に
そ
の
主
張
を
記
載
し
た
書
面
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
主
張
書
面
」
と
い
う
。
）
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ

と
、
適
当
と
認
め
る
者
に
そ
の
知
っ
て
い
る
事
実
の
陳
述
又
は
鑑
定
を
求
め
る
こ
と
そ
の
他
必
要
な
調
査
を
す
る
こ
と
が
で



き
る
。

（
意
見
の
陳
述
）

第
七
十
五
条

審
査
会
は
、
審
査
関
係
人
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
審
査
関
係
人
に
口
頭
で
意
見
を
述
べ
る
機
会

を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
審
査
会
が
、
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
本
文
の
場
合
に
お
い
て
、
審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
は
、
審
査
会
の
許
可
を
得
て
、
補
佐
人
と
と
も
に
出
頭
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
主
張
書
面
等
の
提
出
）

第
七
十
六
条

審
査
関
係
人
は
、
審
査
会
に
対
し
、
主
張
書
面
又
は
資
料
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
審
査
会
が
、
主
張
書
面
又
は
資
料
を
提
出
す
べ
き
相
当
の
期
間
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
期
間
内
に
こ
れ
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
委
員
に
よ
る
調
査
手
続
）

第
七
十
七
条

審
査
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
指
名
す
る
委
員
に
、
第
七
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
調
査

を
さ
せ
、
又
は
第
七
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
審
査
関
係
人
の
意
見
の
陳
述
を
聴
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。



（
提
出
資
料
の
閲
覧
等
）

第
七
十
八
条

審
査
関
係
人
は
、
審
査
会
に
対
し
、
審
査
会
に
提
出
さ
れ
た
主
張
書
面
若
し
く
は
資
料
の
閲
覧
（
電
磁
的
記
録

に
あ
っ
て
は
、
記
録
さ
れ
た
事
項
を
審
査
会
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
）
又
は
当
該
主
張
書
面
若
し
く

は
当
該
資
料
の
写
し
若
し
く
は
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
審
査
会
は
、
第
三
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
そ
の
他
正
当
な
理
由
が

あ
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
閲
覧
又
は
交
付
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

審
査
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
を
さ
せ
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
閲
覧

又
は
交
付
に
係
る
主
張
書
面
又
は
資
料
の
提
出
人
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
審
査
会
が
、
そ
の
必
要

が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

審
査
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
に
つ
い
て
、
日
時
及
び
場
所
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
を
受
け
る
審
査
請
求
人
又
は
参
加
人
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
実
費
の
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

審
査
会
は
、
経
済
的
困
難
そ
の
他
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
手



数
料
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
答
申
書
の
送
付
等
）

第
七
十
九
条

審
査
会
は
、
諮
問
に
対
す
る
答
申
を
し
た
と
き
は
、
答
申
書
の
写
し
を
審
査
請
求
人
及
び
参
加
人
に
送
付
す
る

と
と
も
に
、
答
申
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
款

雑
則

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
八
十
条

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
二
節

地
方
公
共
団
体
に
置
か
れ
る
機
関

第
八
十
一
条

地
方
公
共
団
体
に
、
執
行
機
関
の
附
属
機
関
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た

事
項
を
処
理
す
る
た
め
の
機
関
を
置
く
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
公
共
団
体
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
不
服
申
立
て
の
状
況
等
に
鑑
み
同
項

の
機
関
を
置
く
こ
と
が
不
適
当
又
は
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
事
件
ご
と
に
、
執
行
機
関
の

附
属
機
関
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
た
め
の
機
関
を
置
く
こ
と
と



す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
節
第
二
款
の
規
定
は
、
前
二
項
の
機
関
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
八
条
第
四
項
及
び
第
五

項
中
「
政
令
」
と
あ
る
の
は
、
「
条
例
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
機
関
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
当
該
機
関
を

置
く
地
方
公
共
団
体
の
条
例
（
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
共
同
設
置
す
る
機
関
に
あ
っ
て

は
、
同
項
の
規
約
）
で
定
め
る
。

第
六
章

補
則

（
不
服
申
立
て
を
す
べ
き
行
政
庁
等
の
教
示
）

第
八
十
二
条

行
政
庁
は
、
審
査
請
求
若
し
く
は
再
調
査
の
請
求
又
は
他
の
法
令
に
基
づ
く
不
服
申
立
て
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
不
服
申
立
て
」
と
総
称
す
る
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
処
分
を
す
る
場
合
に
は
、
処
分
の
相
手
方
に
対
し
、
当
該

処
分
に
つ
き
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
並
び
に
不
服
申
立
て
を
す
べ
き
行
政
庁
及
び
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
期
間
を
書
面
で
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
処
分
を
口
頭
で
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

行
政
庁
は
、
利
害
関
係
人
か
ら
、
当
該
処
分
が
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
処
分
で
あ
る
か
ど
う
か
並
び
に
当
該



処
分
が
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
不
服
申
立
て
を
す
べ
き
行
政
庁
及
び
不
服
申
立
て

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
に
つ
き
教
示
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
事
項
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
教
示
を
求
め
た
者
が
書
面
に
よ
る
教
示
を
求
め
た
と
き
は
、
当
該
教
示
は
、
書
面
で
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
教
示
を
し
な
か
っ
た
場
合
の
不
服
申
立
て
）

第
八
十
三
条

行
政
庁
が
前
条
の
規
定
に
よ
る
教
示
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
当

該
処
分
庁
に
不
服
申
立
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
十
九
条
（
第
五
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
前
項
の
不
服
申
立
書
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
不
服
申
立
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
処
分
が
処
分
庁
以
外
の
行
政
庁
に
対
し
審

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
処
分
で
あ
る
と
き
は
、
処
分
庁
は
、
速
や
か
に
、
当
該
不
服
申
立
書
を
当
該
行
政
庁
に
送
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
処
分
が
他
の
法
令
に
基
づ
き
、
処
分
庁
以
外
の
行
政
庁
に
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
処
分
で
あ
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
不
服
申
立
書
が
送
付
さ
れ
た
と
き
は
、
初
め
か
ら
当
該
行
政
庁
に
審
査
請
求
又
は
当
該
法
令
に
基
づ



く
不
服
申
立
て
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

５

第
三
項
の
場
合
を
除
く
ほ
か
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
不
服
申
立
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
初
め
か
ら
当
該
処
分
庁
に

審
査
請
求
又
は
当
該
法
令
に
基
づ
く
不
服
申
立
て
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
情
報
の
提
供
）

第
八
十
四
条

審
査
請
求
、
再
調
査
の
請
求
若
し
く
は
再
審
査
請
求
又
は
他
の
法
令
に
基
づ
く
不
服
申
立
て
（
以
下
こ
の
条
及

び
次
条
に
お
い
て
「
不
服
申
立
て
」
と
総
称
す
る
。
）
に
つ
き
裁
決
、
決
定
そ
の
他
の
処
分
（
同
条
に
お
い
て
「
裁
決
等
」

と
い
う
。
）
を
す
る
権
限
を
有
す
る
行
政
庁
は
、
不
服
申
立
て
を
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
不
服
申
立
て
を
し
た
者
の
求
め
に

応
じ
、
不
服
申
立
書
の
記
載
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
不
服
申
立
て
に
必
要
な
情
報
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
表
）

第
八
十
五
条

不
服
申
立
て
に
つ
き
裁
決
等
を
す
る
権
限
を
有
す
る
行
政
庁
は
、
当
該
行
政
庁
が
し
た
裁
決
等
の
内
容
そ
の
他

当
該
行
政
庁
に
お
け
る
不
服
申
立
て
の
処
理
状
況
に
つ
い
て
公
表
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
八
十
六
条

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。



（
罰
則
）

第
八
十
七
条

第
六
十
九
条
第
八
項
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密
を
漏
ら
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
次
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

第
二
条

第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
会
の
委
員
の
任
命
に
関
し
必
要
な
行
為
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に

お
い
て
も
、
同
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
条

行
政
庁
の
処
分
又
は
不
作
為
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
さ
れ
た
行
政
庁
の
処
分

又
は
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
さ
れ
た
申
請
に
係
る
行
政
庁
の
不
作
為
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



第
四
条

こ
の
法
律
の
施
行
後
最
初
に
任
命
さ
れ
る
審
査
会
の
委
員
の
任
期
は
、
第
六
十
九
条
第
四
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
九
人
の
う
ち
、
三
人
は
二
年
、
六
人
は
三
年
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
各
委
員
の
任
期
は
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
五
条

前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
六
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
一
（
第
九
条
関
係
）

第
十
一
条
第
二
項

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た

審
査
庁

者
（
以
下
「
審
理
員
」
と
い
う
。
）

第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項

審
理
員

審
査
庁

第
二
十
五
条
第
七
項

執
行
停
止
の
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は

執
行
停
止
の
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き



審
理
員
か
ら
第
四
十
条
に
規
定
す
る
執
行
停

止
を
す
べ
き
旨
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と

き

第
二
十
八
条

審
理
員

審
査
庁

第
二
十
九
条
第
一
項

審
理
員
は
、
審
査
庁
か
ら
指
名
さ
れ
た
と
き

審
査
庁
は
、
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と

は
、
直
ち
に

き
は
、
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り

当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を

除
き
、
速
や
か
に

第
二
十
九
条
第
二
項

審
理
員
は

審
査
庁
は
、
審
査
庁
が
処
分
庁
等
以

外
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は

提
出
を
求
め
る

提
出
を
求
め
、
審
査
庁
が
処
分
庁
等

で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
相
当
の

期
間
内
に
、
弁
明
書
を
作
成
す
る



第
二
十
九
条
第
五
項

審
理
員
は

審
査
庁
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

提
出
が
あ
っ
た
と
き

提
出
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
弁
明
書

を
作
成
し
た
と
き

第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項

審
理
員

審
査
庁

第
三
十
条
第
三
項

審
理
員

審
査
庁

参
加
人
及
び
処
分
庁
等

参
加
人
及
び
処
分
庁
等
（
処
分
庁
等

が
審
査
庁
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は

、
参
加
人
）

審
査
請
求
人
及
び
処
分
庁
等

審
査
請
求
人
及
び
処
分
庁
等
（
処
分

庁
等
が
審
査
庁
で
あ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
審
査
請
求
人
）

第
三
十
一
条
第
一
項

審
理
員

審
査
庁

第
三
十
一
条
第
二
項

審
理
員

審
査
庁



審
理
関
係
人

審
理
関
係
人
（
処
分
庁
等
が
審
査
庁

で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
審
査
請

求
人
及
び
参
加
人
。
以
下
こ
の
節
及

び
第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い

て
同
じ
。
）

第
三
十
一
条
第
三
項
か
ら
第
五

審
理
員

審
査
庁

項
ま
で
、
第
三
十
二
条
第
三
項

、
第
三
十
三
条
か
ら
第
三
十
七

条
ま
で
、
第
三
十
八
条
第
一
項

か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
五
項

、
第
三
十
九
条
並
び
に
第
四
十

一
条
第
一
項
及
び
第
二
項

第
四
十
一
条
第
三
項

審
理
員
が

審
査
庁
が



終
結
し
た
旨
並
び
に
次
条
第
一
項
に
規
定
す

終
結
し
た
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す

る
審
理
員
意
見
書
及
び
事
件
記
録
（
審
査
請

る

求
書
、
弁
明
書
そ
の
他
審
査
請
求
に
係
る
事

件
に
関
す
る
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
う
ち
政

令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
同
条
第
二
項
及

び
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
審
査
庁
に
提
出
す
る
予
定
時
期
を
通
知
す

る
も
の
と
す
る
。
当
該
予
定
時
期
を
変
更
し

た
と
き
も
、
同
様
と
す
る

第
四
十
四
条

行
政
不
服
審
査
会
等
か
ら
諮
問
に
対
す
る
答

審
理
手
続
を
終
結
し
た
と
き

申
を
受
け
た
と
き
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
諮
問
を
要
し
な
い
場
合
（
同
項
第
二
号

又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）



に
あ
っ
て
は
審
理
員
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た

と
き
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す

る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
第
二
号
又
は
第
三

号
に
規
定
す
る
議
を
経
た
と
き
）

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号

理
由
（
第
一
号
の
主
文
が
審
理
員
意
見
書
又

理
由

は
行
政
不
服
審
査
会
等
若
し
く
は
審
議
会
等

の
答
申
書
と
異
な
る
内
容
で
あ
る
場
合
に
は

、
異
な
る
こ
と
と
な
っ
た
理
由
を
含
む
。
）

別
表
第
二
（
第
六
十
一
条
関
係
）

第
九
条
第
四
項

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
審
査
庁

処
分
庁

（
第
二
項
各
号
（
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
機

に
、
第
六
十
一
条
に
お
い
て
読
み
替

関
の
構
成
員
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
を
除
く

え
て
準
用
す
る

。
）
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
に
限
る
。
）
に



、
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る

若
し
く
は
第
十
三
条
第
四
項

又
は
第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す

る
第
十
三
条
第
四
項

聴
か
せ
、
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用

聴
か
せ
る

す
る
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
参
考
人
の

陳
述
を
聴
か
せ
、
同
項
に
お
い
て
読
み
替
え

て
適
用
す
る
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
検
証
を
さ
せ
、
前
項
に
お
い
て
読
み
替

え
て
適
用
す
る
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る

第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
審
理
関
係
人
に
対

す
る
質
問
を
さ
せ
、
又
は
同
項
に
お
い
て
読

み
替
え
て
適
用
す
る
第
三
十
七
条
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取



を
行
わ
せ
る

第
十
一
条
第
二
項

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た

処
分
庁

者
（
以
下
「
審
理
員
」
と
い
う
。
）

第
十
三
条
第
一
項

処
分
又
は
不
作
為
に
係
る
処
分

処
分

審
理
員

処
分
庁

第
十
三
条
第
二
項

審
理
員

処
分
庁

第
十
四
条

第
十
九
条
に
規
定
す
る
審
査
請
求
書

第
六
十
一
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
第
十
九
条
に
規
定
す
る
再

調
査
の
請
求
書

第
二
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求

第
二
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
再

録
取
書

調
査
の
請
求
録
取
書

第
十
六
条

第
四
条
又
は
他
の
法
律
若
し
く
は
条
例
の
規

再
調
査
の
請
求
の
対
象
と
な
る
べ
き

定
に
よ
り
審
査
庁
と
な
る
べ
き
行
政
庁
（
以

処
分
の
権
限
を
有
す
る
行
政
庁



下
「
審
査
庁
と
な
る
べ
き
行
政
庁
」
と
い
う

。
）

当
該
審
査
庁
と
な
る
べ
き
行
政
庁
及
び
関
係

当
該
行
政
庁

処
分
庁
（
当
該
審
査
請
求
の
対
象
と
な
る
べ

き
処
分
の
権
限
を
有
す
る
行
政
庁
で
あ
っ
て

当
該
審
査
庁
と
な
る
べ
き
行
政
庁
以
外
の
も

の
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

第
十
八
条
第
三
項

次
条
に
規
定
す
る
審
査
請
求
書

第
六
十
一
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
次
条
に
規
定
す
る
再
調
査

の
請
求
書

前
二
項
に
規
定
す
る
期
間
（
以
下
「
審
査
請

第
五
十
四
条
に
規
定
す
る
期
間

求
期
間
」
と
い
う
。
）

第
十
九
条
の
見
出
し
及
び
同
条

審
査
請
求
書

再
調
査
の
請
求
書



第
一
項

第
十
九
条
第
二
項

処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
書

再
調
査
の
請
求
書

処
分
（
当
該
処
分
に
つ
い
て
再
調
査
の
請
求

処
分

に
つ
い
て
の
決
定
を
経
た
と
き
は
、
当
該
決

定
）

第
十
九
条
第
四
項

審
査
請
求
書

再
調
査
の
請
求
書

第
二
項
各
号
又
は
前
項
各
号

第
二
項
各
号

第
十
九
条
第
五
項

処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
書

再
調
査
の
請
求
書

審
査
請
求
期
間

第
五
十
四
条
に
規
定
す
る
期
間

前
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
二
項
た
だ
し

同
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
二
項

書

た
だ
し
書

第
二
十
条

前
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で

第
六
十
一
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
前
条
第
二
項
、
第
四
項
及



び
第
五
項

第
二
十
三
条
（
見
出
し
を
含
む

審
査
請
求
書

再
調
査
の
請
求
書

。
）

第
二
十
四
条
第
一
項

次
節
に
規
定
す
る
審
理
手
続
を
経
な
い
で
、

審
理
手
続
を
経
な
い
で
、
第
五
十
八

第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
第
四
十
九
条
第
一

条
第
一
項

項

第
二
十
五
条
第
二
項

処
分
庁
の
上
級
行
政
庁
又
は
処
分
庁
で
あ
る

処
分
庁

審
査
庁

第
二
十
五
条
第
四
項

前
二
項

第
二
項

第
二
十
五
条
第
六
項

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で

第
二
項
及
び
第
四
項

第
二
十
五
条
第
七
項

執
行
停
止
の
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は

執
行
停
止
の
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き

審
理
員
か
ら
第
四
十
条
に
規
定
す
る
執
行
停

止
を
す
べ
き
旨
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と



き

第
三
十
一
条
第
一
項

審
理
員

処
分
庁

こ
の
条
及
び
第
四
十
一
条
第
二
項
第
二
号

こ
の
条

第
三
十
一
条
第
二
項

審
理
員

処
分
庁

全
て
の
審
理
関
係
人

再
調
査
の
請
求
人
及
び
参
加
人

第
三
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四

審
理
員

処
分
庁

項第
三
十
二
条
第
三
項

前
二
項

第
一
項

審
理
員

処
分
庁

第
三
十
九
条

審
理
員

処
分
庁

第
五
十
一
条
第
一
項

第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
四
十
七
条

第
五
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項

第
五
十
一
条
第
四
項

参
加
人
及
び
処
分
庁
等
（
審
査
庁
以
外
の
処

参
加
人

分
庁
等
に
限
る
。
）



第
五
十
三
条

第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に

第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第

よ
り
提
出
さ
れ
た
証
拠
書
類
若
し
く
は
証
拠

三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提

物
又
は
書
類
そ
の
他
の
物
件
及
び
第
三
十
三

出
さ
れ
た
証
拠
書
類
又
は
証
拠
物

条
の
規
定
に
よ
る
提
出
要
求
に
応
じ
て
提
出

さ
れ
た
書
類
そ
の
他
の
物
件

別
表
第
三
（
第
六
十
六
条
関
係
）

第
九
条
第
一
項

第
四
条
又
は
他
の
法
律
若
し
く
は
条
例
の
規

第
六
十
三
条
に
規
定
す
る
再
審
査
庁

定
に
よ
り
審
査
請
求
が
さ
れ
た
行
政
庁
（
第

（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
再
審
査

十
四
条
の
規
定
に
よ
り
引
継
ぎ
を
受
け
た
行

庁
」
と
い
う
。
）

政
庁
を
含
む
。
以
下
「
審
査
庁
」
と
い
う

。
）

こ
の
節

こ
の
節
及
び
第
六
十
三
条

処
分
庁
等
（
審
査
庁
以
外
の
処
分
庁
等
に
限

裁
決
庁
等
（
原
裁
決
を
し
た
行
政
庁



る
。
）

（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
裁
決
庁

」
と
い
う
。
）
又
は
処
分
庁
を
い
う

。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）

若
し
く
は
条
例
に
基
づ
く
処
分
に
つ
い
て
条

又
は
第
六
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て

例
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
又
は
第
二
十

読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
四
条

四
条

第
九
条
第
二
項
第
一
号

審
査
請
求
に
係
る
処
分
若
し
く
は

原
裁
決
に
係
る
審
査
請
求
に
係
る
処

分
、

に
関
与
し
た
者
又
は
審
査
請
求
に
係
る
不
作

又
は
原
裁
決
に
関
与
し
た
者

為
に
係
る
処
分
に
関
与
し
、
若
し
く
は
関
与

す
る
こ
と
と
な
る
者

第
九
条
第
四
項

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
審
査
庁

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
機
関
で
あ
る

再
審
査
庁
（
以
下
「
委
員
会
等
で
あ



る
再
審
査
庁
」
と
い
う
。
）

前
項
に
お
い
て

第
六
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て

適
用
す
る

準
用
す
る

第
十
三
条
第
四
項

第
六
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
第
十
三
条
第
四
項

第
二
十
八
条

同
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
第
二
十
八
条

第
十
一
条
第
二
項

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た

第
六
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み

者
（
以
下
「
審
理
員
」
と
い
う
。
）

替
え
て
準
用
す
る
第
九
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者
（
以
下

「
審
理
員
」
と
い
う
。
）
又
は
委
員

会
等
で
あ
る
再
審
査
庁

第
十
三
条
第
一
項

処
分
又
は
不
作
為
に
係
る
処
分
の
根
拠
と
な

原
裁
決
等
の
根
拠
と
な
る
法
令
に
照



る
法
令
に
照
ら
し
当
該
処
分

ら
し
当
該
原
裁
決
等

審
理
員

審
理
員
又
は
委
員
会
等
で
あ
る
再
審

査
庁

第
十
三
条
第
二
項

審
理
員

審
理
員
又
は
委
員
会
等
で
あ
る
再
審

査
庁

第
十
四
条

第
十
九
条
に
規
定
す
る
審
査
請
求
書

第
六
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
に
規
定

す
る
再
審
査
請
求
書

第
二
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求

同
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

録
取
書

る
第
二
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る

再
審
査
請
求
録
取
書

第
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及

審
査
請
求
の

原
裁
決
に
係
る
審
査
請
求
の

び
第
六
項



第
十
六
条

第
四
条
又
は
他
の
法
律
若
し
く
は
条
例

他
の
法
律

関
係
処
分
庁
（
当
該
審
査
請
求
の
対
象
と
な

当
該
再
審
査
請
求
の
対
象
と
な
る
べ

る
べ
き
処
分
の
権
限
を
有
す
る
行
政
庁
で
あ

き
裁
決
又
は
処
分
の
権
限
を
有
す
る

っ
て
当
該
審
査
庁
と
な
る
べ
き
行
政
庁
以
外

行
政
庁

の
も
の
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

第
十
七
条

関
係
処
分
庁

当
該
再
審
査
請
求
の
対
象
と
な
る
べ

き
裁
決
又
は
処
分
の
権
限
を
有
す
る

行
政
庁

第
十
八
条
第
三
項

次
条
に
規
定
す
る
審
査
請
求
書

第
六
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
次
条
に
規
定
す
る

再
審
査
請
求
書

前
二
項
に
規
定
す
る
期
間
（
以
下
「
審
査
請

第
五
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
再
審

求
期
間
」
と
い
う
。
）

査
請
求
期
間
（
以
下
こ
の
章
に
お
い



て
「
再
審
査
請
求
期
間
」
と
い
う
。

）

第
十
九
条
の
見
出
し
及
び
同
条

審
査
請
求
書

再
審
査
請
求
書

第
一
項

第
十
九
条
第
二
項

処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
書

再
審
査
請
求
書

処
分
の
内
容

原
裁
決
等
の
内
容

審
査
請
求
に
係
る
処
分
（
当
該
処
分
に
つ
い

原
裁
決

て
再
調
査
の
請
求
に
つ
い
て
の
決
定
を
経
た

と
き
は
、
当
該
決
定
）

処
分
庁

裁
決
庁

第
十
九
条
第
四
項

審
査
請
求
書

再
審
査
請
求
書

第
二
項
各
号
又
は
前
項
各
号

第
二
項
各
号

第
十
九
条
第
五
項

処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
書

再
審
査
請
求
書



審
査
請
求
期
間

再
審
査
請
求
期
間

前
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
二
項
た
だ
し

第
六
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は

書

第
二
項
た
だ
し
書

第
二
十
条

前
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で

第
六
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
前
条
第
二
項
、
第

四
項
及
び
第
五
項

第
二
十
一
条
の
見
出
し

処
分
庁
等

処
分
庁
又
は
裁
決
庁

第
二
十
一
条
第
一
項

審
査
請
求
を
す
べ
き
行
政
庁
が
処
分
庁
等
と

再
審
査
請
求
は
、
処
分
庁
又
は
裁
決

異
な
る
場
合
に
お
け
る
審
査
請
求
は
、
処
分

庁

庁
等

処
分
庁
等
に

処
分
庁
若
し
く
は
裁
決
庁
に

審
査
請
求
書

再
審
査
請
求
書

第
十
九
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で

第
六
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み



替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
二
項

、
第
四
項
及
び
第
五
項

第
二
十
一
条
第
二
項

処
分
庁
等

処
分
庁
又
は
裁
決
庁

審
査
請
求
書
又
は
審
査
請
求
録
取
書
（
前
条

再
審
査
請
求
書
又
は
再
審
査
請
求
録

後
段

取
書
（
第
六
十
六
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
前
条
後
段

第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
五
十
五
条

第
六
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
九
条
第
一

項

第
二
十
一
条
第
三
項

審
査
請
求
期
間

再
審
査
請
求
期
間

処
分
庁
に

処
分
庁
若
し
く
は
裁
決
庁
に

審
査
請
求
書

再
審
査
請
求
書

処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求

再
審
査
請
求



第
二
十
三
条
（
見
出
し
を
含
む

審
査
請
求
書

再
審
査
請
求
書

。
）

第
二
十
四
条
第
一
項

審
理
手
続
を
経
な
い
で
、
第
四
十
五
条
第
一

審
理
手
続
（
第
六
十
三
条
に
規
定
す

項
又
は
第
四
十
九
条
第
一
項

る
手
続
を
含
む
。
）
を
経
な
い
で
、

第
六
十
四
条
第
一
項

第
二
十
五
条
第
一
項

処
分

原
裁
決
等

第
二
十
五
条
第
三
項

処
分
庁
の
上
級
行
政
庁
又
は
処
分
庁
の
い
ず

再
審
査
庁

れ
で
も
な
い
審
査
庁

処
分
庁
の
意
見

裁
決
庁
等
の
意
見

執
行
停
止
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し

原
裁
決
等
の
効
力
、
原
裁
決
等
の
執

、
処
分
の
効
力
、
処
分
の
執
行
又
は
手
続
の

行
又
は
手
続
の
続
行
の
全
部
又
は
一

続
行
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
以
外
の
措
置

部
の
停
止
（
以
下
「
執
行
停
止
」
と

を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い

い
う
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る



第
二
十
五
条
第
四
項

前
二
項

前
項

処
分

原
裁
決
等

第
二
十
五
条
第
六
項

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で

第
三
項
及
び
第
四
項

処
分

原
裁
決
等

第
二
十
五
条
第
七
項

第
四
十
条
に
規
定
す
る
執
行
停
止
を
す
べ
き

第
六
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

旨
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き

す
る
第
四
十
条
に
規
定
す
る
執
行
停

止
を
す
べ
き
旨
の
意
見
書
が
提
出
さ

れ
た
と
き
（
再
審
査
庁
が
委
員
会
等

で
あ
る
再
審
査
庁
で
あ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
執
行
停
止
の
申
立
て
が
あ

っ
た
と
き
）

第
二
十
八
条

処
分
庁
等

裁
決
庁
等

審
理
員

審
理
員
又
は
委
員
会
等
で
あ
る
再
審



査
庁

第
二
十
九
条
第
一
項

審
理
員
は

審
理
員
又
は
委
員
会
等
で
あ
る
再
審

査
庁
は
、
審
理
員
に
あ
っ
て
は

審
査
請
求
書
又
は
審
査
請
求
録
取
書
の
写
し

委
員
会
等
で
あ
る
再
審
査
庁
に
あ
っ

を
処
分
庁
等
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

て
は
、
再
審
査
請
求
が
さ
れ
た
と
き

。
た
だ
し
、
処
分
庁
等
が
審
査
庁
で
あ
る
場

は
第
六
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読

合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
四
条
の

規
定
に
よ
り
当
該
再
審
査
請
求
を
却

下
す
る
場
合
を
除
き
、
速
や
か
に
、

そ
れ
ぞ
れ
、
再
審
査
請
求
書
又
は
再

審
査
請
求
録
取
書
の
写
し
を
裁
決
庁

等
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
三
十
条
の
見
出
し

反
論
書
等

意
見
書



第
三
十
条
第
二
項

審
理
員

審
理
員
又
は
委
員
会
等
で
あ
る
再
審

査
庁

第
三
十
条
第
三
項

審
理
員
は
、
審
査
請
求
人
か
ら
反
論
書
の
提

審
理
員
又
は
委
員
会
等
で
あ
る
再
審

出
が
あ
っ
た
と
き
は
こ
れ
を
参
加
人
及
び
処

査
庁
は

分
庁
等
に

こ
れ
を
審
査
請
求
人
及
び
処
分
庁
等
に
、
そ

、
こ
れ
を
再
審
査
請
求
人
及
び
裁
決

れ
ぞ
れ

庁
等
に

第
三
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
四

審
理
員

審
理
員
又
は
委
員
会
等
で
あ
る
再
審

項
ま
で

査
庁

第
三
十
一
条
第
五
項

審
理
員

審
理
員
又
は
委
員
会
等
で
あ
る
再
審

査
庁

処
分
庁
等

裁
決
庁
等

第
三
十
二
条
第
二
項

処
分
庁
等
は
、
当
該
処
分

裁
決
庁
等
は
、
当
該
原
裁
決
等



第
三
十
二
条
第
三
項
及
び
第
三

審
理
員

審
理
員
又
は
委
員
会
等
で
あ
る
再
審

十
三
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で

査
庁

第
三
十
八
条
第
一
項

審
理
員

審
理
員
又
は
委
員
会
等
で
あ
る
再
審

査
庁

第
二
十
九
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
書
面
又

第
六
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

は
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若

す
る
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は

し
く
は

第
二
項
又
は

第
三
十
八
条
第
二
項
、
第
三
項

審
理
員

審
理
員
又
は
委
員
会
等
で
あ
る
再
審

及
び
第
五
項
、
第
三
十
九
条
並

査
庁

び
に
第
四
十
一
条
第
一
項

第
四
十
一
条
第
二
項

審
理
員

審
理
員
又
は
委
員
会
等
で
あ
る
再
審

査
庁

イ
か
ら
ホ
ま
で

ハ
か
ら
ホ
ま
で



第
四
十
一
条
第
三
項

審
理
員
が

審
理
員
又
は
委
員
会
等
で
あ
る
再
審

査
庁
が

審
理
手
続
を
終
結
し
た
旨
並
び
に
次
条
第
一

審
理
員
に
あ
っ
て
は
審
理
手
続
を
終

項

結
し
た
旨
並
び
に
第
六
十
六
条
第
一

項
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項

審
査
請
求
書
、
弁
明
書

再
審
査
請
求
書
、
原
裁
決
に
係
る
裁

決
書

同
条
第
二
項
及
び
第
四
十
三
条
第
二
項

第
六
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
次
条
第
二
項

を
通
知
す
る

を
、
委
員
会
等
で
あ
る
再
審
査
庁
に

あ
っ
て
は
審
理
手
続
を
終
結
し
た
旨

を
、
そ
れ
ぞ
れ
通
知
す
る

当
該
予
定
時
期

審
理
員
が
当
該
予
定
時
期



第
四
十
四
条

行
政
不
服
審
査
会
等
か
ら
諮
問
に
対
す
る
答

審
理
員
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き

申
を
受
け
た
と
き
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に

（
委
員
会
等
で
あ
る
再
審
査
庁
に
あ

よ
る
諮
問
を
要
し
な
い
場
合
（
同
項
第
二
号

っ
て
は
、
審
理
手
続
を
終
結
し
た
と

又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

き
）

に
あ
っ
て
は
審
理
員
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た

と
き
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す

る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
第
二
号
又
は
第
三

号
に
規
定
す
る
議
を
経
た
と
き
）

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号

第
一
号
の
主
文
が
審
理
員
意
見
書
又
は
行
政

再
審
査
庁
が
委
員
会
等
で
あ
る
再
審

不
服
審
査
会
等
若
し
く
は
審
議
会
等
の
答
申

査
庁
以
外
の
行
政
庁
で
あ
る
場
合
に

書
と
異
な
る
内
容
で
あ
る
場
合
に
は

お
い
て
、
第
一
号
の
主
文
が
審
理
員

意
見
書
と
異
な
る
内
容
で
あ
る
と
き

は



第
五
十
条
第
二
項

第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
行
政
不

再
審
査
庁
が
委
員
会
等
で
あ
る
再
審

服
審
査
会
等
へ
の
諮
問
を
要
し
な
い
場
合

査
庁
以
外
の
行
政
庁
で
あ
る
場
合

第
五
十
一
条
第
一
項

処
分

原
裁
決
等

第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
四
十
七
条

第
六
十
五
条

第
五
十
一
条
第
四
項

及
び
処
分
庁
等
（
審
査
庁
以
外
の
処
分
庁
等

並
び
に
処
分
庁
及
び
裁
決
庁
（
処
分

に
限
る
。
）

庁
以
外
の
裁
決
庁
に
限
る
。
）

第
五
十
二
条
第
二
項

申
請
を

申
請
若
し
く
は
審
査
請
求
を

棄
却
し
た
処
分

棄
却
し
た
原
裁
決
等

処
分
庁

裁
決
庁
等

申
請
に
対
す
る
処
分

申
請
に
対
す
る
処
分
又
は
審
査
請
求

に
対
す
る
裁
決

第
五
十
二
条
第
三
項

処
分
が

原
裁
決
等
が

処
分
庁

裁
決
庁
等



第
五
十
二
条
第
四
項

処
分
の

原
裁
決
等
の

処
分
が

原
裁
決
等
が

処
分
庁

裁
決
庁
等
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条 例  

 

 横 浜 市 行 政 不 服 審 査 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。  

   平 成 27 年 12 月 25 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

横 浜 市 条 例 第 71 号  

   横 浜 市 行 政 不 服 審 査 条 例  

 （ 趣 旨 ）  

第 １ 条  行 政 不 服 審 査 法 （ 平 成 26 年 法 律 第 68 号 。 以 下 「 法 」 と い う

。 ） 第 38 条 第 ６ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 同 条 第 ４ 項 （

他 の 法 令 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 次 条 に お い て 同 じ 。 ） 及

び 法 第 81 条 第 ３ 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 法 第 78 条 第 ４ 項 に

規 定 す る 手 数 料 並 び に 法 第 81 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 本 市 に 設 置 す

る 機 関 に 関 し 必 要 な 事 項 に つ い て は 、 他 の 条 例 に 定 め る も の の ほ

か 、 こ の 条 例 の 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 （ 手 数 料 の 額 ）  

第 ２ 条  法 第 38 条 第 ６ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 同 条 第 ４

項 の 規 定 に よ り 納 付 し な け れ ば な ら な い 手 数 料 の 額 は 、 別 表 に 定

め る と お り と す る 。  

 （ 手 数 料 の 減 免 ）  

第 ３ 条  法 第 38 条 第 ６ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 同 条 第 ５

項 （ 他 の 法 令 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ り 、 経

済 的 困 難 そ の 他 特 別 の 理 由 に よ り 手 数 料 を 納 付 す る 資 力 が な い と

認 め る と き は 、 手 数 料 を 減 額 し 、 又 は 免 除 す る こ と が で き る 。  

２  手 数 料 の 減 額 又 は 免 除 を 受 け よ う と す る 審 査 請 求 人 等 （ 法 第 38

条 第 １ 項 （ 他 の 法 令 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 以 下 こ の 項 及

び 別 表 備 考 ２ に お い て 同 じ 。 ） の 規 定 に よ る 交 付 を 受 け る 審 査 請

求 人 又 は 参 加 人 （ 法 第 13 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 参 加 人 を い う 。 第 13

条 に お い て 同 じ 。 ） を い う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） は 、 法 第 38 条

第 １ 項 の 規 定 に よ る 交 付 を 求 め る 際 に 、 併 せ て 当 該 減 額 又 は 免 除

を 求 め る 旨 及 び そ の 理 由 を 記 載 し た 書 面 を 提 出 し な け れ ば な ら な

い 。  

３  前 項 の 書 面 に は 、 審 査 請 求 人 等 が 生 活 保 護 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  

 144 号 ） 第 11 条 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 扶 助 を 受 け て い る こ と を 理 由

と す る 場 合 に あ っ て は 当 該 扶 助 を 受 け て い る こ と を 証 明 す る 書 面

を 、 そ の 他 の 事 実 を 理 由 と す る 場 合 に あ っ て は 当 該 事 実 を 証 明 す

る 書 面 を 、 そ れ ぞ れ 添 付 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 横 浜 市 行 政 不 服 審 査 会 ）  

第 ４ 条  法 第 81 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 本 市 に 設 置 す る 機 関 の 名 称 は
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、 横 浜 市 行 政 不 服 審 査 会 （ 以 下 「 審 査 会 」 と い う 。 ） と す る 。  

２  審 査 会 は 、 法 の 規 定 に よ り そ の 権 限 に 属 さ せ ら れ た 事 項 を 処 理

す る ほ か 、 市 長 の 諮 問 に 応 じ て 、 不 服 申 立 て に 関 す る 重 要 な 事 項

に つ い て 調 査 審 議 す る 。  

 （ 組 織 ）  

第 ５ 条  審 査 会 は 、 委 員 ６ 人 以 内 を も っ て 組 織 す る 。  

 （ 委 員 ）  

第 ６ 条  委 員 は 、 第 ４ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 事 項 に 関 し 公 正 な 判 断 を

す る こ と が で き 、 か つ 、 法 律 及 び 条 例 又 は 行 政 に 関 し て 優 れ た 識

見 を 有 す る 者 の う ち か ら 、 市 長 が 任 命 す る 。  

２  委 員 の 任 期 は 、 ３ 年 と す る 。 た だ し 、 委 員 が 欠 け た 場 合 に お け

る 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。  

３  委 員 は 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。  

４  委 員 の 任 期 が 満 了 し た と き は 、 当 該 委 員 は 、 後 任 者 が 任 命 さ れ

る ま で 引 き 続 き そ の 職 務 を 行 う も の と す る 。  

５  委 員 （ 第 ８ 条 に 規 定 す る 専 門 委 員 を 含 む 。 次 項 に お い て 同 じ 。

） は 、 職 務 上 知 る こ と が で き た 秘 密 を 漏 ら し て は な ら な い 。 そ の

職 を 退 い た 後 も 同 様 と す る 。  

６  委 員 は 、 在 任 中 、 政 党 そ の 他 の 政 治 的 団 体 の 役 員 と な り 、 又 は

積 極 的 に 政 治 運 動 を し て は な ら な い 。  

 （ 会 長 ）  

第 ７ 条  審 査 会 に 会 長 を 置 く 。  

２  会 長 は 、 委 員 の 互 選 に よ っ て 定 め る 。  

３  会 長 は 、 審 査 会 を 代 表 し 、 会 務 を 総 理 し 、 会 議 の 議 長 と な る 。  

４  会 長 に 事 故 が あ る と き 、 又 は 会 長 が 欠 け た と き は 、 あ ら か じ め

会 長 の 指 名 す る 委 員 が 、 そ の 職 務 を 代 理 す る 。  

 （ 専 門 委 員 ）  

第 ８ 条  審 査 会 に 、 専 門 の 事 項 を 調 査 さ せ る た め 、 専 門 委 員 を 置 く

こ と が で き る 。  

２  専 門 委 員 は 、 学 識 経 験 の あ る 者 そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 者 の

う ち か ら 、 市 長 が 任 命 す る 。  

３  専 門 委 員 は 、 当 該 専 門 の 事 項 に 関 す る 調 査 が 終 了 し た と き は 、

解 任 さ れ る も の と す る 。  

 （ 会 議 ）  

第 ９ 条  審 査 会 の 会 議 は 、 会 長 が 招 集 す る 。 た だ し 、 会 長 が 選 出 さ

れ て い な い と き は 、 市 長 が 行 う 。  

２  審 査 会 は 、 委 員 の 半 数 以 上 の 出 席 が な け れ ば 会 議 を 開 く こ と が

で き な い 。  

３  審 査 会 の 議 事 は 、 出 席 し た 委 員 の 過 半 数 を も っ て 決 し 、 可 否 同

数 の と き は 、 会 長 の 決 す る と こ ろ に よ る 。  
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 （ 部 会 ）  

第 10 条  審 査 会 に 、 部 会 を 置 く こ と が で き る 。  

２  部 会 は 、 会 長 が 指 名 す る 委 員 を も っ て 組 織 す る 。  

３  部 会 に 部 会 長 を 置 き 、 会 長 が 指 名 す る 。  

４  第 ７ 条 第 ３ 項 及 び 第 ４ 項 の 規 定 は 部 会 長 の 職 務 に つ い て 、 前 ２

条 （ 前 条 第 １ 項 た だ し 書 を 除 く 。 ） の 規 定 は 部 会 の 会 議 に つ い て

、 そ れ ぞ れ 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 ７ 条 第 ３ 項 及 び 第 ４

項 並 び に 前 条 第 １ 項 本 文 及 び 第 ３ 項 中 「 会 長 」 と あ る の は 「 部 会

長 」 と 、 第 ７ 条 第 ３ 項 、 第 ８ 条 第 １ 項 及 び 前 条 中 「 審 査 会 」 と あ

る の は 「 部 会 」 と 、 第 ７ 条 第 ４ 項 並 び に 前 条 第 ２ 項 及 び 第 ３ 項 中

「 委 員 」 と あ る の は 「 部 会 の 委 員 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。  

５  審 査 会 は 、 そ の 定 め る と こ ろ に よ り 、 部 会 の 議 決 を も っ て 審 査

会 の 議 決 と す る こ と が で き る 。  

 （ 交 付 の 求 め ）  

第 11 条  法 第 81 条 第 ３ 項 に お い て 準 用 す る 法 第 78 条 第 １ 項 の 規 定 に

よ る 交 付 の 求 め は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 書 面 を 提 出 し て し

な け れ ば な ら な い 。  

 (1)  交 付 に 係 る 法 第 81 条 第 ３ 項 に お い て 準 用 す る 法 第 78 条 第 １ 項

に 規 定 す る 主 張 書 面 若 し く は 資 料 （ 以 下 「 対 象 主 張 書 面 等 」 と

い う 。 ） 又 は 交 付 に 係 る 法 第 81 条 第 ３ 項 に お い て 準 用 す る 法 第

78 条 第 １ 項 に 規 定 す る 電 磁 的 記 録 （ 以 下 「 対 象 電 磁 的 記 録 」 と

い う 。 ） を 特 定 す る に 足 り る 事 項  

 (2)  対 象 主 張 書 面 等 又 は 対 象 電 磁 的 記 録 に つ い て 求 め る 交 付 の 方

法 （ 次 条 各 号 に 掲 げ る 交 付 の 方 法 を い う 。 ）  

 (3)  対 象 主 張 書 面 等 又 は 対 象 電 磁 的 記 録 に つ い て 第 13 条 に 規 定 す

る 送 付 に よ る 交 付 を 求 め る 場 合 に あ っ て は 、 そ の 旨  

 （ 交 付 の 方 法 ）  

第 12 条  法 第 81 条 第 ３ 項 に お い て 準 用 す る 法 第 78 条 第 １ 項 の 規 定 に

よ る 交 付 は 、 次 の い ず れ か の 方 法 に よ っ て す る 。  

 (1)  対 象 主 張 書 面 等 の 写 し の 交 付 に あ っ て は 、 当 該 対 象 主 張 書 面

等 を 複 写 機 に よ り 用 紙 の 片 面 又 は 両 面 に 白 黒 又 は カ ラ ー で 複 写

し た も の の 交 付  

 (2)  対 象 電 磁 的 記 録 に 記 録 さ れ た 事 項 を 記 載 し た 書 面 の 交 付 に あ

っ て は 、 当 該 事 項 を 用 紙 の 片 面 又 は 両 面 に 白 黒 又 は カ ラ ー で 出

力 し た も の の 交 付  

 （ 送 付 に よ る 交 付 ）  

第 13 条  法 第 81 条 第 ３ 項 に お い て 準 用 す る 法 第 78 条 第 １ 項 の 規 定 に

よ る 交 付 を 受 け る 審 査 請 求 人 又 は 参 加 人 は 、 次 条 に お い て 準 用 す

る 第 ２ 条 の 規 定 に よ り 納 付 し な け れ ば な ら な い 手 数 料 の ほ か 送 付

に 要 す る 費 用 を 納 付 し て 、 対 象 主 張 書 面 等 の 写 し 又 は 対 象 電 磁 的



                     横 浜 市 報  定期第 971 号 平成27年12月25日 

7 

記 録 に 記 録 さ れ た 事 項 を 記 載 し た 書 面 の 送 付 を 求 め る こ と が で き

る 。  

 （ 準 用 ）  

第 14 条  第 ２ 条 及 び 第 ３ 条 の 規 定 は 、 法 第 81 条 第 ３ 項 に お い て 準 用

す る 法 第 78 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 手 数 料 の 額 及 び 減 免 に つ い て 準 用

す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 ２ 条 中 「 第 38 条 第 ６ 項 の 規 定 に よ り

読 み 替 え て 適 用 す る 同 条 第 ４ 項 」 と あ る の は 「 第 81 条 第 ３ 項 に お

い て 読 み 替 え て 準 用 す る 法 第 78 条 第 ４ 項 」 と 、 第 ３ 条 第 １ 項 中 「

第 38 条 第 ６ 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 同 条 第 ５ 項 （ 他 の

法 令 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 と あ る の は 「 第 81 条 第 ３

項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 法 第 78 条 第 ５ 項 」 と 、 同 条 第 ２ 項

中 「 審 査 請 求 人 等 （ 法 第 38 条 第 １ 項 （ 他 の 法 令 に お い て 準 用 す る

場 合 を 含 む 。 以 下 こ の 項 及 び 別 表 備 考 ２ に お い て 同 じ 。 ） 」 と あ

る の は 「 法 第 81 条 第 ３ 項 に お い て 準 用 す る 法 第 78 条 第 １ 項 」 と 、

「 第 13 条 に お い て 同 じ 。 ） を い う 。 」 と あ る の は 「 第 14 条 に お い

て 読 み 替 え て 準 用 す る 」 と 、 「 第 38 条 第 １ 項 の 規 定 」 と あ る の は

「 第 81 条 第 ３ 項 に お い て 準 用 す る 法 第 78 条 第 １ 項 の 規 定 」 と 、 同

条 第 ３ 項 中 「 前 項 」 と あ る の は 「 第 14 条 に お い て 読 み 替 え て 準 用

す る 前 項 」 と 、 「 審 査 請 求 人 等 」 と あ る の は 「 法 第 81 条 第 ３ 項 に

お い て 準 用 す る 法 第 78 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 交 付 を 受 け る 審 査 請

求 人 又 は 参 加 人 」 と 、 別 表 備 考 ２ 中 「 第 38 条 第 １ 項 」 と あ る の は

「 第 81 条 第 ３ 項 に お い て 準 用 す る 法 第 78 条 第 １ 項 」 と 読 み 替 え る

も の と す る 。  

 （ 庶 務 ）  

第 15 条  審 査 会 の 庶 務 は 、 総 務 局 に お い て 処 理 す る 。  

 （ 委 任 ）  

第 16 条  第 ４ 条 か ら 前 条 ま で に 定 め る も の の ほ か 、 審 査 会 の 運 営 に

関 し 必 要 な 事 項 は 、 会 長 が 審 査 会 に 諮 っ て 定 め る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 法 の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。  

別 表 （ 第 ２ 条 ）  

    種     別        金   額    

日 本 工 業 規 格 Ａ 列 ３ 番

ま で の 大 き さ の 用 紙  

白  黒  １ 枚 に つ き  10 円  

カ ラ ー  １ 枚 に つ き  50 円  

日 本 工 業 規 格 Ａ 列 ３ 番 を 超 え る

大 き さ の 用 紙  
実 費 相 当 額 

 （ 備 考 ）  

  １  両 面 印 刷 の 用 紙 を 用 い る と き は 、 片 面 を １ 枚 と し て 算 定 す  

   る 。  

  ２  行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 法 律 （
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平 成 14 年 法 律 第  151 号 ） 第 ４ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 同 項 に 規

定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 し て 法 第 38 条 第 １ 項 の 規 定 に

よ る 交 付 を 行 う と き は 、 用 紙 の 片 面 に 複 写 し 、 又 は 出 力 し た

な ら ば 、 複 写 さ れ 、 又 は 出 力 さ れ る 用 紙 １ 枚 に つ き 10 円 と し

て 算 定 す る 。  
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